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本
年
2
月
13
日
、東
京
都
知
事
定
例
会
見
に
お
い
て
、小
池
百
合
子
知
事
よ
り
、

東
京
都
立
大
学
に
国
際
系
新
学
部「
共
創
学
部
」を
設
置
し
、2
0
2
8
年
4
月
に

開
設
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
知
事
は
、激
動
す
る
国
際
社
会

の
中
で
課
題
解
決
に
挑
む
強
い
意
志
を
持
ち
、東
京
、そ
し
て
日
本
の
将
来
を
支
え

る
人
材
の
育
成
へ
の
期
待
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
が
掲
げ
る「
2
0
5
0
東
京
戦
略
」は
、「
成
長
」と「
成
熟
」の
両
立
と
い

う
高
い
理
念
の
も
と
、「
世
界
で
一
番
の
都
市
・
東
京
」の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

東
京
は
す
で
に
国
際
的
に
高
い
評
価
を
受
け
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、一
方
で
日
本
の
人
材

競
争
力
は
決
し
て
十
分
と
は
言
え
ず
、国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
新
学
部
設
置
は
、ま
さ
に
そ
の
時
代
的
要
請
に
応

え
る
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
改
め
て
問
わ
れ
る
べ
き
は
、「
国
際
化
」と
は
何
か
と
い
う
本
質
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
単
に
海
外
に
出
る
こ
と
や
語
学
力
の
向
上
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

異
な
る
価
値
観
と
向
き
合
い
、相
互
に
理
解
し
、そ
こ
か
ら
新
た
な
価
値
を
生
み
出

し
て
い
く
営
み
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち「
共
創
」と
は
、人
と
人
と
の
関
係
性
の
中

か
ら
価
値
が
立
ち
上
が
る
過
程
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
こ
れ
ま
で
の
経
営
人
生
に
お
い
て
、「
不
易
流
行
」と
い
う
考
え
方
を
大
切
に

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
変
え
て
は
な
ら
な
い
本
質
を
守
り
な
が
ら
、時
代
の
変
化
に

応
じ
て
自
ら
を
進
化
さ
せ
て
い
く̶

̶

そ
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
、組
織
の
持
続
的
な

発
展
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の「
共
創
学
部
」の
設
置

は
、新
た
な
時
代
に
対
応
す
る「
流
行
」の
挑
戦
で
あ
り
ま
す
が
、そ
の
根
底
に
あ
る「
人

を
育
て
る
」と
い
う
営
み
、そ
し
て
信
頼
に
基
づ
く
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
価
値
は
、

決
し
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い「
不
易
」で
あ
り
ま
す
。

東
京
都
立
大
学
の
設
置
主
体
で
あ
る
東
京
都
公
立
大
学
法
人
の
中
期
目
標
に
お

（株）日税ホールディングス代表取締役会長（CEO）
公益社団法人経済同友会 会員
国際ロータリー
　第 2580 地区（東京・沖縄）パストガバナー

い
て
は
、「
社
会
と
の
価
値
共
創
」が
掲
げ
ら
れ
、卒
業
生
と
の
連
携
や
協
働
の
重
要

性
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
・
大
学
法
人
・
同
窓
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
連
携
す
る
こ
と
は
、ま
さ
に
こ
の
理
念
を
具
現
化
す
る
も
の
で
あ
り
、

同
窓
会
に
と
っ
て
も
新
た
な
使
命
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

現
在
、約
8
万
人
を
擁
す
る
同
窓
会
に
は
、国
内
外
の
多
様
な
分
野
で
活
躍
す
る

多
く
の
卒
業
生
が
い
ま
す
。
私
は
、真
に
国
際
社
会
で
通
用
す
る
人
材
を
育
て
る
た

め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、す
で
に
世
界
の
現
場
で
経
験
を
積
ん
で
い
る
卒
業
生
と
、

こ
れ
か
ら
未
来
に
挑
む
学
生
と
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
人
は

人
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
視
野
を
広
げ
、志
を
高
め
て
い
く
も
の
だ
か
ら
で
す
。

同
窓
会
は
今
後
、「
国
際
委
員
会
」を
設
置
し
、海
外
で
活
躍
す
る
会
員
と
学
生
を

つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
海
外
拠
点
の
整
備
、留
学
生
支
援
、

国
際
キ
ャ
リ
ア
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、世
代
や
地
域
を
越
え
た「
知
の
循
環
」と「
関

係
性
の
創
出
」を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、大
学
お
よ
び
大
学
法
人
と
連
携
し
、「
校
友
会
」組
織
の
構
築
を
進
め
、

三
位
一
体
と
な
っ
て
新
学
部「
共
創
学
部
」の
円
滑
な
ス
タ
ー
ト
と
発
展
を
支
え
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
れ
は
単
な
る
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
共
創
」と
い
う
理
念
を
実
際
の

形
と
し
て
社
会
に
実
装
し
て
い
く
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

「
共
に
創
る
」と
は
、立
場
や
世
代
、国
境
の
違
い
を
超
え
、そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
価
値

を
持
ち
寄
り
、新
た
な
可
能
性
を
切
り
拓
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
の

先
に
こ
そ
、「
世
界
で
一
番
の
都
市
・
東
京
」と
い
う
理
念
は
現
実
の
も
の
と
な
る
で
し
ょ

う
。そ

し
て
そ
の
歩
み
は
ま
た
、東
京
都
立
大
学
と
い
う
学
び
舎
の
新
た
な
価
値
を
創

り
出
し
、次
の
時
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
力
に
な
る
と
、私
は
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
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巻頭言  ………………………………… 同窓会長 … 吉田　雅俊 ………… 1
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　おしゃべりな旅の本屋 ……………………………… 小柳　　淳 ………… 4
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同窓生訪問インタビュー
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TMU プラザ …………………………………………………………………… 10

50年＋50年＝昭和100年の集い（10）／バレーボール部同窓会を紹介します

（10）／八雲同友会の活動紹介（11）／「エリカ混声合唱団OBOG会「エリカの会」

（11）／柔道部ＯB会「八畳会」の活動紹介（11）／神経生物学研究室50周

年記念パーティー（12）

同窓会イベント　 ……………………………………………………………… 13

　ホームカミングデー／ひな祭りイベント／荒川キャンパス（看護学科）ホームカミングデー

支部だより ……………………………………………………………………… 14

　北海道支部（14）／東北支部（14）／中部支部（15）／関西支部（15）／九州支

部（16）

訃報……………………………………………………………………………… 17

新規プロジェクト活動 ………………………………………………………… 17

現役学生との連携模索と学生の手を借りた情報発信

学生支援活動 ①　学生活動奨励同窓会賞 ………………………………… 18

パワーリフティング部（18）／TriMarsh(18）／都立大子どもまつり実行委員

会（18）／鳥人間部T‒MIT（18）／さはらかん（18）／永水大智（19）／テコン

ドー部（19）／いきもの！サークル東京（19）／ロボコン部TEXNITIS（19）／

人力飛行機研究会MaPPL（19）／東京都立大学学生フォーミュラプロジェクト

（19）／CORE（19）／關谷ジェイシャオン（19）／neighby（19）／UniUni（19）

／将棋部（19）／遠藤 颯（19）／東京都立大学管弦楽団（19）／宇宙広報団体

一般社団法人　東京都立大学同窓会

広報委員会委員

委員長 諸貫　信行　都79年　機械

副委員長 荻原　信吾　都76年　仏文

 末岡　眞純　都74年　土木

 滝口　　亨　都78年　数学

 黒川　　信　都80年　生物

 梶川　義実　都83年　経済

 関根　紀夫　医89年　放射

 鎌田　美結　都21年　法学

会報編集委員会

委員長 諸貫　信行　都79年　機械

 荻原　信吾　都76年　仏文

 黒川　　信　都80年　生物

 鈴木祐美子　都08年　生物

 鎌田　美結　都21年　法学

 山下日出之　都78年　法律

 鈴木　毅彦　都85年　地理

 齋藤　夕子　医96年　地域
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　山形県戸沢村、最上川左岸の急坂を駆
け上がったその先に『幻想の森』がある。
千年杉の巨木群の森に踏み込むと、その
崇高な佇まいに畏怖の念さえ抱き、言葉
を発することもできなくなった。時を忘れ、
少し湿り気を帯びた森の空気に包まれて
いると、感覚が研ぎ澄まされ、森の香り
や風の音に癒される。これこそが命の洗
濯だ。
　最初に森の存在を知ったのは、2007年
の吉永小百合が出ていた鉄道会社のキャ
ンペーンCMを見てからだ。恥ずかしなが
ら、地元なのに『幻想の森』のことは何
も知らなかった。だからこそ、この貴重な
森が手つかずの状態で残っていたともいえ
る。
　何度か訪ねるうちに、森の精霊が宿っ
ている木と目(写真)が合った。それから
はこの木に語りかけたり挨拶するようにな
った。これからも森に迷惑をかけない程
度に訪れさせてもらおうと思っている。
　自然が人間にもたらしてくれる恩恵は計
り知れない。昨今は地球規模の気候変動
や国内では熊出没のニュースで騒がしい
が、いつまでも自然が人間の味方でいて
くれるように、これからも自然を守る心を
大切にしていきたい。

̶̶̶　 ̶̶̶

幻想の森

TELSTAR（20）／東京都立大学硬式庭球部（20）／ヌマガエル研究班（20）／

囲碁部（20）

学生支援活動 ②　寄付講義 ………………………………………………… 21

学生支援活動 ③　同窓会奨学金制度 ……………………………………… 22

母校はいま ……………………………………………………………………… 23

25年度秋季卒業式・修了式(23)／25年度秋季入学式(23)／北川 進先生

のノーベル化学賞受賞について(23)／東京都立大学NEWS LETTERの創

刊(23)／国際系新学部「共創学部」を2028年4月に開設(23)／25年度卒

業式・修了式(24)／26年度入学式(24)／東京都立大学OBOGネットワーク

への登録のお願い(24)／26年度入試状況(25)／退職された教授・准教授

(25)／名誉教授称号授与者(25)／司法試験合格者数(25)／叙勲おめでと

うございます(25)／24年度卒業・修了後の主な就職先(26)

寄付金受領のお礼と報告・お願い …………………………………………… 27

在学生支援へのご寄附のお願い …………………  都立大寄附金担当 …… 29

新任理事ご挨拶 ………………………………………………………………… 30

第4期役員名簿・委員会名簿 ………………………………………………… 31

第4回定時代議員会議事録抜粋 ……………………………………………… 32

会計報告………………………………………………………………………… 33

八雲クラブで会いましょう ……………………………………………………… 35

TDS第40期会計報告 ………………………………………………………… 35

協賛広告・投稿作品の募集／住所等変更届案内／編集後記　 …………… 36

会報TMU発送の一時停止／会費・終身会費、寄付金のお願い …………… 37

都立大76年卒・人文(社会学)
学生時代は自転車部に所属

し、サイクルラリーやロードレ
ース等の競技に出場。社会人
になってもサイクリングを続け、
20代で47都道府県を走破。
卒業後は印刷会社で企画制
作ディレクター職、デザイン会社
顧問を経て、現在はアマチュア写
真家として活動中。山形市在住。
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ここに一冊の本が在る。アメリカの社会学者レイ・オ
ルデンバーグが1987年～1997年にまとめたその著書
は、『ザ・グレート・グッド・プレイス』(The Great Good 
Place)であり、Third Place～とびきり居心地のよい空間
について語っている。在学中から50年間企画構想や計
画立案に主に関り、空間や場の演出に携わった者にとっ
ては、実に合点のいく内容であった。この本に初めて出
会ったのは2013年、丁度生まれ育った中野でのまちづく
りに関わっていた時であった。その頃の中野駅周辺では、
2001年の警察大学校他の移転を皮切りに、新たな企業
の事業所や大学の誘致が進み、2011年の中野サンプラ
ザの民営化を含む中野駅北口エリアの再整備が胎動し
ていた。2000年頃から中野駅周辺のまちづくりに携わり
「場づくり」の重要性を感じていた時で、アートの育成と
発信及びコミュニティの形成の場を目指した～まちのサ
ロンの創造～としてのThird Placeが結実していった。
さて、時代を50年前に転じよう。都立大目黒キャンパ
ス近くの八雲商店街にその店はあった。店の名を「ドン
キー」と称する喫茶店である。今時のカフェなどではなく、
焙煎したコーヒーの薫りやカレーの香りが染み込んだ茶
系統の喫茶店である。このドンキーのママを含めた空間
こそが、今から思えば私達にとってのThird Placeそのも
のであった。自転車部の部室の延長として、時には一人で、
はたまた約束しない待ち合わせの場所として機能してい
たことは確かな事実であった。多分、多くの同窓生諸氏
もこのドンキーをご存知かも知れないし、また同じような
機能のお気に入りの場を目黒キャンパス周辺で、他にお
持ちになっていたかも知れない。
昨年自宅近くの野方北原商店街に、スタートアップの

都立大79年卒・建築
自転車部OB、Y’s house主宰、
一級建築士、まちづくり専門家(中
野区登録）、株式会社スペース 技
術顧問、一般財団法人 地域開発
研究所 資格取得講座講師

起業家如く「公務員から転職した40代半ばの店主」が、
新しく鮮魚店を開業し、日々小売店舗を運営する傍ら、
週3～4日の立呑みを開きだした。新しいThird Placeの
誕生である。夜な夜な徘徊老人の如く店を訪れ、一期一
会の老若男女のお客たちとのたわいもない会話や縁に
触れられる時間を享受している。偶に近所に住む中野区
長も加わり、共にスタートアップを今後とも応援していく
つもりである。そして、5月にはかつてTVでも紹介された
囲町の酒屋さんが、再開発事業完成を受け、満を持して
立呑みの復活を果たした。
これからもコミュニティづくりからまちづくりに繋がる、
居心地のよい場となるThird Placeづくりを目指し、関わっ
ていく役割＝Place Makingを継続していきたいと思う
日々である。

「スイスという国はあるけれど、スイス語はないので」
あるとき何気なくこう話したら、「えっ、スイス語って
ないのですか！」との声。双方驚きました。日本にいる
と、一国家、一民族、一言語という状況（必ずしもそうで
はないにしても）にどっぷり浸かってしまいやすいのです。

都立大81年卒・法律
旅行作家、近著『旅のことばを読
む』書肆梓刊
街々書林店主
写真は仏独境界の街ストラスブー
ルにて
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言うまでもなくスイス語は存在せず、スイスの公用語は
独、仏、伊、ロマンシュの4語です。このような思い込みは、
旅する中で大いなる誤解だと知るようになりました。旅
は見知らぬ土地、見知らぬ生活や習俗に触れ、別の「常
識」を知る機会です。
以前から旅の前に旅先のことを知る本を読むようにし

てきました。ガイドブックとは別に本を1冊。これは旅を
豊かにし、旅先への誤解を減らす効果もあります。ところが、
そんな本を探すのによいと感じていたところの閉店が増
え、ついにお気に入りの本屋が無くなりました。ガッカリし、
それ以上に困りました。あるとき、それなら自分で本屋を
やればいいんだ、と思いついてしまったのが本屋への始
まりです。
2023年6月、武蔵野市吉祥寺の中道通りに本屋を開

店しました。小さな貸ギャラリーも併設しています。コン
セプトは「旅先への興味と敬意」で、興味がなければ旅
が始まらず、敬意がないと無礼な旅になる虞もあります。
旅先のことを知ることに役立ちたい、そんな選書をして
います。歴史、地理、紀行、民俗、神話、宗教、境界、言語、
食、美術、交通、ガイドなど、多岐にわたります。ベルリン
の本の隣に国境・境界の本、その隣にパスポート発生と
変遷の本を置くなど配列にも工夫します。それがリアル
書店の良さだからです。検索により自分の興味がどんど
ん狭く固まるより、意外な出会が欲しいからです。よい本
を探すためには地方の出版社や新聞社も調べますし、新
刊を見落とさぬようにもします。選書は想像以上に大変
ですし手間も時間もかかります。それでも「ああ、ここにあっ
た」というお客さまの声に励まされます。そして本をお求
めになる方は老若男女幅広く、「若い人は本を読まない」
などという俗説は消え失せます。
開業して気づいたことは、「おしゃべりな本屋」になっ

たということです。旅先や本のことを質問されますし、こ
ちらからも声をかけます。すると話が弾んでときには旅
の経路や内容の相談会になることも。そうした方が、旅
のあとにまたご来店になり旅の感想を聞かせてくださる
こともしばしばです。こうしてリピーターとなる方が増え
て会話と発見のある本屋になってきました。

都立大83年卒・土木

89年 東日本旅客鉄道(株)入社

19年 執行役員秋田支社長

22年 仙建工業(株)取締役専務

25年 代表取締役社長

　大学を卒業して40年近くが過ぎた。いまの南大沢の
校舎には数回訪れた程度であり、同窓会にも参加して
いない。そのような私が同窓会会報誌への出稿依頼を
受けた。自己紹介のつもりで半生を振り返ってみたい。
　大学では工学部土木工学科に所属した。4年次には
橋梁研究室に在籍し、1987 年（昭和 62年）3月に卒
業した。設計の道に進もうと思い大学院に進学したが、
設計の仕事は自分の性格に合わないと感じて、就職は
別の道を選んだ。
　1989 年（平成元年）4月、JR 東日本に入社した。
発足 3年目の会社で何か新しいことに挑戦できると期
待していたが、配属先は保線区（線路の維持管理を担
う現業機関）という鉄道事業の最前線の職場であった。
入社前の想いとは大きく違ったが、「石の上にも3年」
と自分に言い聞かせているうちに、会社生活の殆どを鉄
道施設（土木構造物や線路など）のメンテナンス部門
で過ごすことになった。
　JR東日本では、社員で30年、役員で3年を勤めた。
最初の 10 年は実務担当者として主に土木構造物の保
守や鉄道防災などの業務のほか採用関係の業務に従事
した。次の 10 年は実務の責任者として現場所長や本
社や支社の課長の職を担った。特に本社では、新しい
しくみの導入や効率化施策の策定など、所属部門の中
心的な業務に携わった。最後の 10 年は組織の責任者
として、支社の部長や子会社の社長の職を担った。
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一方で最近では、私の定年までそれほど長い時間が
ないことに気づき、私たちの研究を学生さんや一般の方々
に紹介する「出前授業」や「市民講座」などを積極的に行
うとともに(写真)、「研究成果の社会還元」にも力を入
れています。今年度にはTongaliのGAPファンドという研
究シーズを事業化するJSTの制度の支援を受け、その中
でマッチングイベントによって加わってもらった経営者候
補の方とともに、症状の進んだパーキンソン病患者さん
の治療に用いられている脳深部刺激療法(DBS)を改良

桑澤清明教授(故人)、当時助手だった黒川信先生(現
同窓会副会長)、先輩方の指導の下で、軟体動物を用い
て学習の神経機構を電気生理学的手法によって調べる
テーマに取り組みました。
研究を始めると毎日が楽しく、新聞記者になるという
進路はすっかり忘れ、大学院に進むことを選択しました。
大学院博士課程を修了して学位を取得した頃には、当然
のように軟体動物を用いた研究を続けられる大学に就職
できるものと考えていましたが、その分野は比較的小さ
いコミュニティで、半年間就職活動を行っても職が見つ
かりませんでした。
その頃に、同研究室の先輩が勤めていた東京都神経
科学総合研究所(現東京都医学総合研究所)に誘って
いただき、サルとげっ歯類を用いた研究を開始しました。
最初は「軟体動物の実験ができる就職先が見つかるまで」
と腰かけのつもりでしたが、サルとげっ歯類を用いて、大
脳基底核の運動制御機構と疾患の神経メカニズムを電
気生理学的手法によって解析する研究を、今日まで続け
ています。
2005年から現在の勤務先である自然科学研究機構生
理学研究所で研究を行っているのですが、私の自慢の１
つは、多くの施設や研究者の方々と良い関係を築き、共
同研究を多数行ってきたことです。国内外の大学や研究
所に実験機材を持ち込んで実験を行ったことも少なくあ
りません。その１つがスペインマドリードのHM CINAC 
で、５年以上にわたって共同研究を続けており、2025年
度も３回訪問して一緒に実験を行いました。

　2019年 (令和元年 )6月から執行役員秋田支社長に
就いた。支社管内の鉄道運営のほか、地域の方々との
交流を持ち、地方創生や観光振興などの施策推進に関
わった。
　2022 年 ( 令和 4年 )6月に JR 東日本を去り、仙建
工業株式会社の取締役に就任し現在に至っている。仙
建工業は鉄道工事を主体に地域のインフラ整備を担う
建設会社であり、「鉄道を支え、地域を良くする」を使
命に、東北を拠点に事業を展開している。東北の暮ら
しは JR 時代も含めて約 10年になるが、第 2の故郷の
ように親しみを感じている。
あらためて振返ってみると、40 年前には想像してい

なかった半生であったが、良かったことも苦しかったこと
もあり充実していたと思う。学生の皆さんには、いまを
一生懸命生きて、自分自身の将来を実りあるものにして
ほしいと願う。

都立大94年卒・生物、都立大院
(博士課程)99年修了
自然科学研究機構 生理学研究所 
助教

都立大学は私にとって2つ目の大学で、他大学文学部
を卒業してからの入学でした。当時は「新聞記者になり、
科学に関する記事を書きたい」と考え、科学的知識を少
しは身に付けようという目的で都立大の生物学科に入学
しました。生物学科では卒業年度に「卒業研究(卒研)」
を行うことが課されており、卒研生は研究室に所属し、先
生方の指導を受けながら卒業論文を作成することになっ
ていました。私は今年度に創立50周年を迎えた「神経生
物学研究室」に迎え入れていただき、指導教官であった
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した新しいDBSを事業化し、患者さんに届けるための計
画を進めています。
この原稿を書きながら私のこれまでを振り返ってみると、
将来に対する計画と見通しが堅実ではなく、いつもブレ
ブレのまま今日に至っていることに気づいてしまい……
恥ずかしい限りです。ですが、その時々、目の前にあるこ
とに一所懸命に向き合ってきたと思いますし、今後もそ
れを続けて行くつもりです。とりあえず、私の人生、これま
では結果オーライでしょうか？？

プレミアム・カレッジ4期生、東京都
立大学プレミアム・カレッジ同窓会
ホームページ委員

まだコロナ禍で週3日テレワークだった頃、出社途中の
電車でプレミアム・カレッジの募集広告を目にしました。
すでに60歳を過ぎ、その後の自分を考え、「そもそも社会
人になる前、本当は何がやりたかったのだろう？」と問い
かけていた頃でしたので、まず今を変えようと退職を決
めて出願しました。
そして2022年から2年間、南大沢キャンパスに通い、
授業やゼミで学んでいるうちに、昔、自分がいかに不勉
強であったか、また、何をやりたいのか真剣に考えず、周
りを気にして倣っていただけだったと、今更ながら気付
いて反省しました。その結果、プレミアム・カレッジでの

学びに区切りをつけて、一昨年から、過去やってみたかっ
たことに没頭しています。
まず、作家養成学校に通っています。40年以上前の学
生の頃、本を乱読した時期があり、自分でも小説を書い
てみたいと思っていました。しかし、雑文を書いて友人
に読んでもらう程度で、プロを目指すような意志の強さは
ありませんでした。専攻が工学系で友人たちがエンジニ
ア志向だったこともあり、正直なところ、小説家になるな
んて非現実的で夢に過ぎないと決めつけていました。
でも今は違います。依然として作家になることは夢で
あるのですが、作家養成学校で小説家や脚本家の方々に、
プロとして文章を書くための基礎から、話の構成や設計
方法までを教わることで、世に出すに値する物語を創作
してみようと意欲が湧いてきました。自分でテーマを考
え、登場人物の性格や人間関係、情景や会話などを創作
して文章に置き換えていく、そんな作業を楽しんでいます。
とはいえ、文学賞がとれるレベルにはまだ遠く、プロだ

と言えるようになるまでの道のりは長そうです。
加えて小説書きだけでは物足りず、市民向け美術学校

に通ってデッサンや版画、木彫などに取り組んで四苦八苦
したり、40年前の大学サークルの同窓生たちとのライブ演
奏会に参加するなど、自分の時間をフルに使っています。
これら以外の時間はどうしているか？　もちろん重要
な日課である家事手伝です。やりたいことを好きにでき
るために、家庭円満は必須条件ですので。
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ありませんでした。高校2年のときに理系・文系を選ぶの
ですが、当時は建築の設計に進みたいと思っていたもの
の、化学のテストで0点を取ってしまい、理系はあきらめ
ました。文系のなかで何を選ぶかとなると、父が町工場
を経営しており、長男の私が継ぐのだろうと漠然と考えて
いましたので、経営をかじっておこうという思いで経済学
部を受験したわけです。転部もあり、数学を勉強して良
い成績をおさめたのですが空きがなくてダメとなり、お先
真っ暗となっていたときに出会ったのが福間 健二君でし
た。

― 都立大教授も務められた福間 健二氏とはお名前が似
ているうえに誕生日が同じ(1949年3月10日)ですが、福
間氏との出会いとその後の交流についてお聞かせください。

同期で都立大に入学し、映画研究会で出会いました。
彼は既に若松プロに出入りしており、若松プロで撮影助
手をすれば小遣い稼ぎになると誘ってくれました。同人
誌も発行しており、私にも何か書けと言われて書いたの
が私にとって初めての公表された文章です。彼は私の人
生を決定付けた男です。映研では『青春伝説序論』とい
う映画を作りました。若松プロでは後に『愛のコリーダ』
を撮る伊東英男さんの助手として、初めて35ミリフィルム
を経験しましたが、コスト削減のために2本連続撮影で忙
しかったですね。卒業後は父の事業を継ぐべきだったと
ころ、映画の撮影はやりかけたことだったので3年間だけ
遊ばせてくれと頼みました。父に「3年経ったぞ」と言わ
れて「もう3年」(笑)。

― 商業映画としてのデビュー作は1979年公開の『月山』
(村野 鐵太郎監督・森 敦原作)ですね。日本における「撮
影監督」の先駆者と言われていますが？

― 今日は国立新美術館でのインタビューですが、ここで
開催されている「國際書画展」に出展していらっしゃるそ
うですね。

今年で3～4回目の出展です。10年ほど前から「虎舟塾」
という古代文字の塾に通っています。古代文字を線で描
くだけでなく、そこにアートを加えて力強さやバランスを
考えるというユニークな塾です。井上有一という書家の
展示会を3時間で撮影する仕事がありました。習字は全
く苦手だったのですが、こういうものならやってみたいな
と思ったのがきっかけです。今年の出展作「東風」(右上
の写真)は準特選に選ばれましたが、準特選は30作もあ
りました(笑)。これは仕事ではなく、全くの趣味です。

― 都立大入学までのことをお聞かせください。

生まれは杉並区の馬橋(現高円寺北)ですが、小学校
5年生のときに千葉県松戸市に引っ越しました。父は日
暮里で兄弟2人で家具の木工場を営んでいましたが、独
立して松戸に工場を建てました。松戸には中学1年まで
いたのですが、当時学区制ができまして、松戸から東京
の高校は受験できなくなりましたので、祖父母の住む谷
中に寄寓し、中学2年から上野中学校に転校し、上野高
校に進学しました。

― 都立大経済学部進学の動機は何ですか。

一番の理由は学費が安かったことです。私は長男で下
に兄弟が2人いたこともあり、私立という選択肢は眼中に

人生を決定した福間 健二氏との出会い

DIRECTOR OF PHOTOGRAPHY
髙間　賢治さん
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やってきて、脚本兼助監督のH氏の隣に座ったのですが、
H氏が顔を真っ赤にして緊張していたのを覚えています。
彼女はカンもよかったですね。監督から「もう1回」と言
われると、どこが悪かったのか言われなくても自分で修
正できる人でした。

― 都立大卒業生で芸術・文化分野に進んだ方は髙間さ
ん以外に熊倉 一雄さん、阿藤 快さんなどごく少数ですが、
そのことについて何か思いはありますか。

当時は人数が少なかった(分母が小さい)ですからね。
阿藤さんとは『香港パラダイス』でご一緒しましたが、都
立大出身とは知りませんでした。都立大卒業生は固い進
路を選ぶ方が多いようですが、視野を広げていろいろな
分野にチャレンジしてほしいと思います。福間氏の話に
戻りますが、彼は詩人であるとともに映画監督として何本
か作品を残しています。しかし、私に撮影のオファーはあ
りませんでした。後に奥様に聞いたところでは、あるカメ
ラマンと何本か続けて撮る約束をしていたので、本当は
髙間と組んでみたいと思っていたができなかったとのこ
とです。

最後に、最近の仕事について2つ紹介します。2016年
に亡くなるまで歌手のりりィさんのライヴ公演を撮り続
けていたのですが、2022年に『りりィに会いたい』という
DVDとして発売するに至りました。「企画・監督・撮影:髙
間 賢治」です。2026年2月公開の浜野佐知監督『金子 
文子－何が私をこうさせたか』が現時点の私の最新作で
す。ニューヨーク国際映画賞で最優秀女優賞など5冠、イ
ンド・ドバイ国際映画祭で最優秀女性映画賞などを受賞
しました。そろそろ田舎で自給自足生活をしたいと思っ
ています。

そうです。その前に25歳のとき、日活ロマンポルノの
下請のような仕事がありましたが、制作会社が倒産して
ギャラをもらえず、逆に私から助手に手当を支払ったとい
う苦い経験をしたこともあって、キャリアに入れていません。
撮影監督という概念は昔からあったのですが、日本で

は撮影技師と照明技師がいて、カメラアングルを決める
人と照明をする人が別人格で存在していました。日本以
外の国ではDIRECTOR OF PHOTOGRAPHYと言って、
自分で照明設計をし、カメラアングル・ポジションを決め
る役割を担っています。
日本ではカメラマンが照明の希望を伝えても通らない

ことが多々ありました。アメリカ映画を見ると照明を感じ
させない自然な映像が多く、本場で勉強したいと思いま
した。文化庁の在外研修制度によりアメリカに留学し、ハ
リウッドとニューヨークで1年間撮影監督の仕事を学びま
した。撮影監督として画面のすべてを把握してこそ“い
つか見た映像”ではない、独創的な絵が作れるのだと思
います。

― 新人監督と組むことが多いと言われていますね。特に
印象に残る監督はどなたですか。

確かに新人監督と組むことが多かったですが、私から
意識してそうしたわけではなく、監督自身に指名されたり、
プロデューサーから「新人なので頼む」といわれるパタ
ーンがほとんどでした。CM撮影の仕事もしていましたの
で、その人脈を通じて依頼されることもありました。権威
主義のカメラマンだと監督の意見が通りづらいことも多く、
同世代で新しいことに挑戦することを恐れない私に声が
かかったのだと思います。『1999年の夏休み』が出世作
となった金子修介監督(1955～)とは、その後も『ラスト・
キャバレー』『どっちにするの。』『香港パラダイス』『就職
戦線異状なし』と協働が続きました。「最後のロマンポル
ノ大賞」を受賞した『ラスト・キャバレー』は、低予算だっ
たこともあり、撮影監督システムを採用した作品として特
に印象に残っています。

― 俳優ではいかがですか。

『どっちにするの。』は最近デジタルリマスターしたので
すが、主演の中山美穂さんが特に印象に残っています。
美穂さん19歳、共演の宮沢りえさんは16歳でした。りえ
さんも可愛かったけれど、美穂さんの美しさは格別でし
た。普通、女優さんを撮るときはこの角度、この照明だと
綺麗に映るといろいろ考えるのですが、彼女はどこからど
う撮っても綺麗なので苦労しませんでした。港でのロケ
撮影のエピソードですが、弁当休憩でスタッフが輪にな
っていたとき、スタッフに溶け込もうと思った美穂さんが
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　2025年はご存知の通り、昭和でいうと丁度100年に当
たりました。私は昭和50年に都立大学人文学部に入学し、
長い年月が経過していたわけですが……。2024年のあ
る日、「来年は入学して50年目か……。うん？昭和50年の
入学だから、入学50周年が昭和100年‼ こんな数字の
マジックみたいなことは今後絶対に有り得ない。これは何
としても入学50周年の同期会を開きたい！」と思いました。
　当時、教養課程はA、Bのクラスに分かれており、私は
Bでした。Bは2年次の冬に酔

すいようかい

々会という飲食(飲酒！)を
楽しむ会を結成しました。卒業後は皆それぞれの仕事
や家庭が中心となり中断していましたが、皆の生活が一
段落した頃、仲間の1人が亡くなられたことを機に再開し、
以後かなり活発に活動してきました。
　実は妻も人文学部の同期生(A)であり、Aも入学当初
のクラス名を使いH1A会と称して、同様に会合を催して
きました。
　そこで、「ここは夫婦で幹事をやってA、B合同の同期
会を開こう！」と勝手に決め、勝手に進め、勝手に日時場
所を選び、開催にこぎつけました。
　A、Bともに連絡を取り合っている人数には限りがあり、
遠方に転居された方、既に鬼籍に入られた方、体調不良
の方、介護で手が離せない方もおられ、集合できたのは
全体の3割程度でしたが、当初、ほとんど集まらないかも
……という予想を嬉しくも覆してくれました。
　皆様もご経験の通り、クラスが違って専攻も異なれ
ば、学生時代に話をしたこともない、要するに初対面
の人、名前は聞いたことがあっても顔が一致しない(そ
もそも半世紀の歳月で顔が変わっていますが)人の集ま
りです。せめて少しでも記憶を呼び戻そうと当時の専攻
別名簿、当時の出来事、都立大の歴史等を作成しまし
た。個人のネームプレートは当時の名前(旧姓)を付けて、
「お久しぶりです」や「初めまして」の挨拶から始まる
宴席でしたが、50年前の記憶を呼び起こしながら楽しく
大変有意義な時間を過ごせ、3時間半の会合はあっとい
う間に過ぎ去りました。
　これを機に、Bの酔々会はこれまで年2回だった会合を
もう少し増やそうかという思いがあります。またAのH1A
会にあっては、今回の同期会でBを上回る人数が集まり、
結束力の強さを見せつけ、さらに会合が急激に増えてい

　TMUバレーボール部同窓会は、東京都立大学/首都
大学東京の男女バレーボール部に所属・関係していた卒
業生を会員として組織しています。会員相互の懇親を図り、
現役部員を支援して、バレーボール部発展に寄与するこ
とが大きな目的です。
　会則に則り、会員のなかから役員として会長、副会長、
会計、監査、複数名の幹事を選出して次のような活動を
しております。
• 大阪公立大学との定期戦（阪公戦、旧称 府大戦）の東
京地区開催年に合わせて、隔年で総会・懇親会を開催。
活動総括に合わせてOB・OGの近況報告、現役部員と
の懇親を深めるイベント実施。
• 阪公戦(府大戦)や春季・秋季リーグ戦などの公式戦
の応援、および必要備品寄贈などの現役部員支援。
• 同窓会活動報告や現役部員の活躍をホームページで
定期的に発信。
　日々の活動については、https://www.tmu-volleyball-
obog.comをぜひご覧ください。

(都立大70年卒・電気)

る状況です。
　ふとした思い付きから催した「東京都立大学人文学部
昭和50年入学生・入学50周年記念・昭和100年の集い」
でしたが、今後に繋がるものになったと思いました。次の
数字のマジックはないでしょうが、何かをきっかけに同様
の企画が設けられれば幸いだと思っています。

(都立大80年卒・史学)
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第53回定期演奏会、多くのOBOG来場。演奏会後の現
役OBOG親睦会で現役活動やOBOG寄付等交流を深め、
OBOG懇親会開催。
このような現役活動支援とOBOG相互親睦を図ってお

ります。
(都立大83年卒・電気)

八畳会の重要な活動のうち、毎年３月第一土曜日に開
催しているのが「代議員総会」、「特別講演会」および「全
体新年会」です。
会場はここ数年変わらず、「泉水と名石、そして緑と野鳥」

とHPにある「清澄庭園」の施設「大正記念館」で行なっ
ています。時間は11:00～15:30の時間を利用して、会
員に加え全体新年会には現役の学生も加わり親睦を図っ
ています。
さて、ここでは「特別講演会」について紹介します。こ
れは八畳会の会員のなかで講師をお願いして、テーマは
講師の仕事関係や趣味等で特に分野は限らず講演して
もらいます。時間は講演と質疑応答で1時間を取ってい
て、12月に発行する会報に「特別講演会」の講師の紹介、
テーマと内容に関する説明分を記載し、会員への周知を
しています。

ここ数年の講演「テーマ」(説明文の一部)を挙げると、
「“神話の郷　出雲”で医学生に科学を教えて」(科学の
目で見た生命の神秘)、「世界に誇る新幹線の誕生と未
来」(新幹線は何であんなに安全に快適にたくさん速く
走れるのだろう？)、「“特別活動”って聞いたことあります
か？」(子供が“なすことによって学ぶ”教育実践)、「“画
鬼”河鍋 暁斎の画技と画業」(近年漸く再評価がなされ、

八雲同友会は東京都立大学OBで上場企業等を中心
とする経済界及び官界等にて役員、局長、部長等の役職
にある方、もしくはそれらに就いておられた方々を中心
に構成されている有志の会です。平成元年(1989年)12
月17日に数名のOBが集まり、八雲有志会として誕生し、
今年で36年を数え、会員数は約100名となっています。
当会は、会員相互の親睦および交流、ならびに自己研
鑽を推進するとともに、東京都立大学との連携を図った
多様な活動を展開しております。
会員相互の情報交換、親睦としては、会員によるメー

ルマガジンの配信(世界の今を知ることができる貴重な
情報が掲載されています。)、食事会、ゴルフ会等、また、
同窓会と連携した活動としては、学生のみなさんへ企業
活動の今を紹介する寄附講義講師の派遣等を行ってい
ます。
また、会の活性化に向けて、社会の変化を考慮し、会
員の意見、要望を取り入れながら会のバージョンアップ
を継続して進めています。

(都立大77年卒・機械)

エリカ混声合唱団は、1959年都立大生と実践女子大
生で創立。現在は都立大生で構成され、2026年は創立
67周年。
OBOG会は1962年～「OBOG集い」随時開催、1991年

「エリカの会」名称で組織化。
• 「エリカの会」事務局から会員へメールで現役状況
(演奏会大学祭等)・OBOG演奏会等情報共有
• 現役への寄贈(電子ピアノ等)等支援
• 毎年の定期演奏会へのOBOG来場
• 創立5周年区切記念演奏会の現役OBOG合同ス
テージへの参画
• 会員親睦「OBOG同窓会」開催
2024年12月28日創立65周年記念演奏会（第52回定
期演奏会）、現役OBOG合同ステージ実施。
2025年11月３日都立大ホームカミングデー同窓会

交流会で現役OBOG合唱演奏実施。2025年12月27日



- 12 -

少しずつ名が巷間に知られるようになってきた。)になり
ます。テーマだけを見ると内容が難しそうに思えますが、
講師がそれぞれわかりやすく講演してくれます。また、講
演会での質疑はもちろん、講演会後も丁寧に対応してく
れます。その講演会の余韻を残したまま、次は「全体新
年会」へと続いていく訳ですが、それはまた別の機会に
紹介したいと思います。
八畳会事務局長　 (都立大80年卒・機械)

2026年3月21日（土）南大沢キャンパス国際交流会館
大会議室およびレストランバーゼルにて神経生物学研
究室50周年記念パーティーが行われました。
神経生物学研究室は、桑澤清明先生により1975年、

東京都立大学理学部生物学科に創立され、その後黒川
信先生、アダム・ワイテマイアー先生に引き継がれ、昨年
半世紀の節目を迎えました。あわせて本年度をもって研
究室が幕を閉じることとなり、今回の会はその締めくくり
の行事ともなりました。
当日は、黒川先生、ワイテマイアー先生をはじめ、卒業
研究第1期生から第50期生の現役学生まで、また研究室

起業志向都立大学生を応援するための起業都立大卒業生チーム
アルムナサポートチーム (AST/ Alumna Support Team) が誕生
• 日野キャンパス（TMUイノベーションハブ /都立大産学公連携チーム )と協働　
都立大が AST 学生起業相談 “東京都立大学総合研究推進機構 TMU Research　
Portal” として 都立大生対象 / AST 起業相談窓口を開設しました。
< https://research-miyacology.tmu.ac.jp/entrepreneurship/ast-advice/> 

• 起業された都立大卒業生の皆さん、AST 入会をお待ちしています。
一緒に起業志向都立大学生を応援しましょう

• 周りで起業都立大卒業生をご存知でしたらご紹介いただけますか。
• AST 会員リスト詳細は本文 20 頁をご覧ください。 
〇 起業は具体的にどうやればいい？
〇 起業アイデアはどうやって見つける？
〇 起業に必要なスキルや知識は何？

AST 世話役 石原 裕 都立大学 1966 年機械科卒業
Email ：ishihara@pc4.so-net.ne.jp

<https://research-miyacology.tmu.ac.jp/entrepreneurship/ast-advice/>

にゆかりのある方々の63人が参加しました。
第1部では国際交流会館大会議室にて、研究室の歩みをま

とめたスライドを上映しながら、黒川先生とワイテマイアー先
生より創立期から現在にいたるまでの歴史が語られました。
桑澤先生が「独創的な研究には実験器具も自分で作

るべき」との信念のもと、大学教授がワンボックスカーに
乗ることは珍しかった時代に、機材を運び研究室を立ち
上げたこと。また「誰も使っていない材料を使って研究を
する」という姿勢から、漁師とともに船に乗り調査に出か
けたこと。その精神は黒川先生にも引き継がれ、東京湾
の島々との連携を強めながら積極的な調査が行われた
こと。さらにワイテマイアー先生の着任により、マウスを
用いた神経系の研究が始まったことなど、数々のエピソー
ドを交えて研究室半世紀の歴史が振り返られました。
第2部はレストランバーゼルに場所を移し、立食形式

で懇談が行われました。50年の思い出を語り合い、世代
を超えた交流が深まりました。
4月5日（日）には有志が長野県諏訪市地蔵寺を訪れ、

研究室の節目を迎えたこと、そして記念パーティーの様
子などを桑澤先生の墓前にお伝えしました。

世話人代表　 （都立大92年卒・生物）



- 13 -

楽しんでいただきました。
イベント委員会委員長 （都立大77年卒・機械）

当日は午前10時から12時までの２時間、午後から雪
の予報で厳寒の中にもかかわらず、お子様連れも含めて
28人の参加がありました。
会場はキャンパス内の食堂で、キッズコーナーも設置

され、お茶やお菓子(懐かしい都電サブレなど)を頂き
ながら、お互いを懐かしむ和やかな時間が流れました。
同窓生の自己紹介タイムでは、卒業後海外生活を経験

された方や、臨床現場（手術室）で活躍する若手看護師、
自治体の新人保健師としての悩みをもつ方など様々な経
験談が語られました。
後半は看護学科教授から大学院の案内があり、卒業

生に対して「ぜひ大学院に戻ってきて欲しい」とのお誘
いがありました。また、今後は高校生人口の減少に伴う
学部出願者数の減少が懸念されることから、参加者から
は母校の魅力をアピールするためのさまざまな提案が出
されました。母校の現状について理解を深める貴重な機
会となったのと同時に、同窓会としても母校の魅力発信
に向けて何かできることはないかと考えさせられる時間
にもなりました。

広報委員　 （医 96年卒・地域）

2025年11月3日(月・祝)、南大沢キャンパスでホーム
カミングデーが開催されました。母校に集まった同窓生
の皆さんを、 というテーマのさ
まざまな企画でお迎えしました。
以下は当日の主なイベントです。

１．オープニングセレモニー(大学主催)
大橋学長による大学の近況報告から始まり、吉田同窓
会会長と岩野大学祭実行委員会委員長の挨拶の後にエ
リカ混声合唱団による演奏やトランプマジックショーも披
露されました。
２．記念講演会
東京都立大学 大学教育センター・経営学研究科准教

授の近藤伸彦先生が「AI・データサイエンスが切り拓く未
来」をテーマに講演し、AIやデータサイエンスの考え方
を分かりやすく説明してくださいました。
３．同窓会会員大会
黒川副会長が同窓会活動や大学との連携について報

告した後、新しい取り組みとして学生活動奨励同窓会賞
の表彰式が行われました。
22団体が受賞し、各団体の代表者による活動報告も

ありました。
４．お楽しみ抽選会
同窓会主催の抽選会では理事の皆さんが豪華賞品を

多数用意し、多くの参加者が盛り上がりました。
５．同窓生交流会
学外の「シャルル南大沢店」で交流会が開かれました。
エリカ混声合唱団OBと現役学生による合唱披露や卒業
生同士の交流やじゃんけん大会も行われ、最後は全員で
学友歌を合唱して締めくくりました。

2026年2月24日から3月3日までの間、国際交流会館
に雛飾りの展示を行いました。
国際交流会館エントランスの正面にお雛様の七段飾

が豪華に飾り付けられました。また、大会議室に向かう
通路の左右に、中庭をバックに近隣の方から寄贈された
雛人形を飾りました。
留学生に日本文化を紹介することが目的ですが、新し

くなった店舗「バーゼル」の利用の教職員や学外者にも
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　11月8日(土)、札幌ガーデンパレスにおいて2025年
度東京都立大学同窓会北海道支部総会・懇親会が開催
されました。
　同窓会本部の松本副会長、都立大の西村副学長、大
学法人の近藤係長が来賓としてお見えになり、90歳を超
えてなおお元気な初代支部長の川島さん(都立大57年
卒・経済)から40代会員まで都立大のほか首都大、科技
大卒業生も一堂に会し、支部会員21名(うち女性4名)
が出席されました。

　総会では辻支部長(都立大78
年卒・経済)の開会挨拶の後、松
本副会長から御挨拶をいただき、
その後、毎月開催している懇親会
である二水会や親睦ゴルフコンペ
の開催などの事業報告や会計報
告、来年度事業計画、予算案など
を審議しました。
　総会終了後、懇親会に移り、再

び辻支部長に乾杯の挨拶をいただいた後、西村副学長
から都立大の最近の状況についてパワポでご説明いただ
いた後、各出席者から近況の報告をいただき、最後に川
島初代支部長から元気いっぱいの挨拶をいただきました。
　懇親会終了後は同ホテル地下１階に席を移して2次
会を行い、松本副会長、近藤係長にも参加していただき、
他の地方支部との情報交換や大学生とも交流したいな
ど話題も花咲きました。
　今年も20代、30代の参加者がおらず参加者も高齢化
していることや参加者が都立大出身者に偏っているなど
の課題もあり、総会での若年者割引による参加促進や旧
科技大・保健科学大卒業生などへの声かけの強化など、
現在二水会の開催案内に利用しているLINEの更なる活

用も含め、より幅広い会員に参加していただけるよう取
組を強化していきたいと考えています。

事務局長　 （都立大86年卒・心理）

□　
　11月29日の土曜日、東北支部の懇親会が仙台で開か
れました。この時期、宮城県はインフルエンザの感染率
が全国一になっていたせいか、直前になって体調不良で
欠席という方が相次ぎ、今回は20名の方が参加となりま
した。大学と同窓会本部からも３人の方が出席され総勢
23名、楽しい一日を過ごしました。
　東北支部は1996年に初めての会合を持ち、その後
2011年の東日本大震災による休止も何年かありましたが、
ほぼ毎年開催してきました。しかし、18年に開催されて
以降コロナ禍もあり、しばらくお休みしておりました。20
名の参加者のうち半分は以前も出席された方、あと半分
は今回が初めての参加という方でした。
　当日は大学から大橋 隆哉学長、同窓会から奥田 修一
副会長がおいでくださり、それぞれ大学・同窓会の現状
についてお話がありました。とくに大橋学長のお話はス
ライドを使ってとても詳しいご説明でした。
　本来は支部長の開会の挨拶がある予定でしたが、神
山 洋支部長(都立大57年卒・土木)の体調が悪く当日
は欠席になりましたので代理で榎澤義男さん（都立大67
年卒・物理）にお話ししていただきました。
　今回、秋田県にかほ市にお住いの工藤 兼勝さん(都
立大67年卒・化学)からお手紙をいただき、今年ノーベ
ル化学賞を受賞される京都大学の北川 進先生が1992
年～1998年に都立大に在職され、その時に発表した論
文が今回の受賞の対象になったということに化学科卒業
生として大変喜ばれ、東北支部の懇親会で皆さんにお祝
いしてほしいと秋田の銘酒を送っていただきました。み
な感激していただきました。
　その後、出席の皆さんの中の自己紹介、懇談と続きま
した。初めて出席された方もいましたが、そこは同窓のよ
しみで大変盛り上がり実に楽しい話ができました。
　この会を見ると私も含め高齢の人は昔話に花が咲きま
すが、それだけではなく若い現役の人はネットワークをこ
の会を通して作っていただきたいと切に思います。都立
大は優秀な卒業生が各界各層で活躍されています。そ
のネットワークを活用しない手はありません。同窓という
のは簡単にネットワークが作れるものです。是非今後若
い人の参加を期待するところです。
　同窓会本部のご協力で今回は東北6県在住の卒業生全
員に案内を出すことができました。今回は出席できないけ
れど来年は必ず、という方も多かったです。来年、古い顔の
方はもちろん、たくさんの新しい顔に是非お会いしたいです。

事務局　 (都立大72年卒)
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　第31回「関西支部の集い」は、6月21日(土)に本部
から同窓会副会長 奥田 修一様(都立大73年卒・建築)、
大学から本学学長特任補佐山下 英明様をお迎えし、18
名の参加により開催いたしました。
　「関西支部の集い」は、塩見 育子さん(都立大47期卒・
政治)の司会進行で関西支部　芦沢会長(都立大17期
卒・建築)の挨拶に続き、ご来賓の奥田 修一同窓会副会
長から同窓会本部の情報をご挨拶に合わせてお話しい
ただきました。その後、山下学長特任補佐から開催の祝
辞を頂戴しました。
　乾杯は関西支部山井副会長(都立大37期卒・地理)
が行い、ひとときの宴と歓談の後、支部総会を行いました。
総会議題は関西支部の収支決算報告の件で、事務局長　
根津(都立大32期卒・建築)から報告し、全会一致で承
認をいただきました。
　山下学長特任補佐から「東京都立大学の今」と題し、
ミニ講演をいただきました。本学における近況や施策方
針と共に大学がどのような方向性をもって事業に取り組
まれているか、また大学の様々な活動をお話しいただき、
自らが在学していたころよりも随分と国際的で且つ多様
性あふれる活動が行われており感心するものでした。ま
た、2024年度鳥人間コンテスト2位などメディアにも取り
上げられる大学になり、誇りに思うところでした。
　司会が初参加の方をはじめにスピーチを求め、各々の
趣味や仕事の話や日頃考えていることをお話しいただき
ました。それぞれの人となりを知ることができ、会員間の
つながりに通じるものになったことと思います。
　昨年に引き続き大阪城を望む会場での開催とし、多く
の参加者となることを期待しておりましたが、今まで参加
されていた先輩方も体力の衰えが理由で欠席となった方
が多く見受けられました。昨年同様、参加者が少なくなっ
てしまったことが残念でした。
　参加者が少なく寂しい開催になるかと心配しておりま
したが、少ない参加者であるためかお互いにゆっくり会
話をする機会を持て、とても親睦の深まる機会となりまし
た。このつながりを広げてゆくことが支部の務めであると
感じております。
　関西支部の会員は名簿記載人数約900名となり、規模
の大きな同窓会支部になります。今後もこの支部活動を
維持発展させていきたいと考えています。
　是非一度ご参加いただき、世代を超えた「つながり」
を深めたいと思っていますのでご気軽にお越しください。
関西在住の皆様、来年も初夏には「関西支部の集い」を
幹事一同、企画を凝らして開催いたしますので、是非参
加をお願いします。
関西支部事務局長・ （都立大84年卒・建築）

　ちょうど名古屋まつりが開催される賑やかな街並みの
一角で、10月19日(日)に中部支部総会を開催しました。
開会あいさつのあと、参加者自己紹介、令和７年度人事
案、活動報告、会計監査、今後の計画、総会の参加者募
集方法、規約変更について活発に議論した後に、来賓の
方々にお話を戴きました。
　まず、大橋学長から、大学の現況と今後の計画につい
て報告くださいました。特に力点を置くのは国際化に向
けた取り組みで、具体的には英語で修了できる修士課程
の新設、留学生を取り込むために英語で卒業できる学科
の新設、文理融合の新しい学部構想などを披露してくだ
さいました。また各方面に是非とも宣伝してほしいことと
して、ノーベル化学賞を受賞された北川 進京都大学教
授が都立大学在職中に研究された内容に対する評価が
されたとのことです。
　黒川同窓会副会長からはオンラインとSNSによる活動
の活性化、在学生支援の強化、奨学金と寄付による大学
支援などの計画を話していただきました。
　経営企画室の近藤様から、今後は寄付面で同窓会と
大学側が一体となって大学を盛り上げる計画であると話
されました。
　大阪公立大学同窓会中京支部幹事長の岡野様からは
府立大が規模の違う阪市大と合併した際の同窓会活動
の苦労話をしていただきました。
　総会後の懇親会は、終始和やかであっという間に時間
が過ぎ、来年の再会を願って終了となりました。

(都立大院86 年修・独文)
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　標記の会を3月1日土曜日、大分市の花吉（はなよし）
にて開催いたしました。九州同窓会の小川会長と嘉村総
括幹事、八坂大分担当幹事の3名を含め、総勢9名の参
加となりました。
　大分では2回目の開催になります。新たに所在の分かっ
た方にもご参加いただき和やかな雰囲気であっという間
の2時間でした。
　会の冒頭で九州同窓会の二つの新たな試みをお話し
させていただきました。一つは九州同窓会を福岡以外で
も開催すること。今年は熊本で開催します。もうひとつは
同窓生がらみの小さなイベントを4回開催すること。大分
でも九州同窓会の開催と小さなイベントの開催を提案さ
せていただきました。

九州同窓会会長　 (都立大78卒・物理)
総括幹事　 (都立大84卒・哲学)

　標記の会を9月7日(土)に開催いたしました。鹿児島
から8名、宮崎から4名、九州支部から2名、総勢14名の
参加となりました。
　来年からは鹿児島と宮崎は別々の開催になりますが、
何年後かに都城で南九州合同の懇親会開催を計画して
います。
九州同窓会 会長　 (都立大78卒・物理)

　標記の会を10月18日（土）、熊本城前のKKRホテル熊
本にて開催いたしました。大学から津村副学長と古平課
長をお迎えし、九州支部からは23名の方々にご参加いた
だきました。同窓会本部につきましては代議員会の日程
と重なったためお越しいただけませんでしたが、吉田会
長からの心温まるメッセージをご参加の皆様に代読させ
ていただきました。
　津村副学長は都立大のご出身でもあり親しみを持って
お迎えできました。例年の「都立大のいま」は津村副学
長が見やすくアレンジしていただいていましたのでとて
も分かりやすく拝見しました。
　熊本の九州同窓会は福岡以外では初めての開催とな
りました。ありがたいことに福岡開催よりもたくさんの方
にご参加いただけました。九州の真ん中にあるとはいえ
大分・宮崎・長崎からは3時間以上をかけてご参加いた
だいています。本当にありがとうございます。2時間半の
開催時間はあっという間に過ぎ、とても楽しい時間を過
ごさせていただきました。物足りない分は懇親会後に企
画した熊本城見学やホテルのラウンジでゆっくりしてい
ただきました。
　来年からも福岡以外での九州同窓会開催を推進して
いきたいと思っています。幹事や会員の皆様のご理解を
いただきながら進めてまいる所存です。
　今回熊本開催にあたりご尽力いただいた井上 熊本担
当幹事には感謝しかありません。
九州同窓会 会長　 (都立大78卒・物理)
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25年4月1日～26年3月31日に事務局までご連絡のあった方々を謹んでご報告いたします。

※ 1　ご遺族から会報への掲載は望まないとのご意向があった方については掲載しておりません。
※ 2　お名前（敬称略）/大学名（今回は全員旧都立大卒のため表記なし）/卒年（西暦下２桁）/学科・

コース /逝去年月日

石塚　裕道  名誉教授 23.12.13
佐々木 隆爾  名誉教授 25.04.02
笠倉　弘道 53 数学 18.01.26
丸山　久子 54 史学 25.11.04
吉岡　正章 55 工化 26.03.15
綱島　義一 56 法学 23.01.11
森田　武徳 56 仏文 25.03.07
山本　　哲 56 機械 25.02.17
山田　博光 56 国文 25.07.08
出山　桂吉 57 英文 26.02.22
五味淵 恵二 58 法学 24.10.19

杉山　一郎 58 経済 25.04.19
中澤　安正 58 経済 25.10.18
荒川　幸人 58 工化 25.05.15
三島　　健 59 経済 24.12.23
石森 濤一郎 59 電気 22.02.17
櫻井　司朗 60 機械 23.11.00
帰山　悦郎 61 電気 24.11.00
新井　　清 61 工化 24.05.04
保坂　　崇 64 法学 25.04.11
田代　元生 66 経済 24.12.18
松澤　陸雄 67 経済 25.06.01

田島 代支宣 67 経済 25.10.02
大石　雄爾 70 経済 24.12.13
村　　隆夫 72 法律 21.01.13
室井　敬司 80 法律 25.06.15
坂本　　徹 80 経済 25.07.21
松丸　俊之 82 法律 24.02.16
浅井　　聡 82 工化 24.02.13
渡辺　泰子 86 教育 24.01.07
大澤　善和 89 国文 25.08.30
吉田　研二 80 機械 25.11.29

　若い世代にも同窓会を身近に感じてもらえるよう、学生の
手を借りた広報を継続しています。同窓会ホームページを
充実させるとともに、学生に身近なインスタグラムやX(旧ツ
イッター)､ユーチューブでの情報発信を進めています。
　パソコンだけでなくスマホでもこれらの情報をご覧いただ
けます。「都立大　同窓会」で検索するとホームページやユー
チューブチャンネルが容易に見つかります。右図はホームペー
ジを閲覧している例を示し、トップページではパソコンと同
様にスライダーが数秒ごとに切り替わり、さらに「メニュー」
をタップするとサブメニューが縦方向に展開され、例えば学
科ごとの活動もご覧いただけます(右図参照)。
　ユーチューブチャンネルも同様の検索で容易に見つか
ります。学生表彰等の動画をスマホでもご覧いただけま
す。さらに、「ショート動画」には皆様にとって懐かしい「応
援歌」、「学友歌」や「校歌」のサウンドロゴも登録してあ
ります。是非試してみてください(右図参照)。
　インスタグラムやXでも多様な動画をご覧いただけます。
右図にインスタグラムの画面例を示しましたが、こちらは
アカウントがないと残念ながら閲覧できません。
　ご覧になった方は感想等を事務局までお知らせいた
だけると幸いです。

総務委員会　 （都立大79年卒・機械）
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:小笠原　蓮　
:関東学生大会団体優勝
:令和七年度・第118回関東学生パワーリフティン
グ大会において優勝という素晴らしい結果を残した。
今後は、より活発に活動して都立大学を代表する
団体に成長させてほしい。

　
:宇髙　光将　
:東京都立大学内の水環境保全とその継続的な生
物相調査
:活動範囲が広く、地元の緑地保全に貢献している
ことが、非常に評価が高かった。今後も活動を継
続していくことを強く希望します。

:香月　涼音　
:「第3回都立大子どもまつり2025」の実施
:都立大学を核として関連団体を束ねた活動が素

晴らしい。また地域への貢献の面では、参加者数
も増えており全体として評価が高かった。

:佐々木　颯太　
:鳥人間コンテスト2026に向けた機体の改良
:今年はチーム記録を大幅に塗り替える記録を出
したことが評価された。毎年大会に出場しており、
大学の名前を広める効果は非常に大きく、来年以
降の活動にも期待したい。

:古内　幹人　
:基礎技術を研鑽した機体で、種子島ロケットコン
テスト2026 年大会でのメインサクセスの達成を
目指す
:国内外での大会で1位を受賞したことは大変素晴
らしい。継続して取り組んでほしい。得られた知識・
技術を都立大学のみではなく広く社会へ還元する
よう頑張ってほしい。

昨年まで「スポーツ・文化活動賞同窓会長特別表彰
部門(総額40万円)」および「プロジェクト奨励賞(総
額100万円)」で表彰を行ってきましたが、これら2賞の
区分が曖昧などの課題がありました。そこで、2025年よ
り「学生活動奨励同窓会賞 (総額100万円)」に統合し、
25年11月3日のホームカミングデーの行事の中で団体・
個人合わせて22件の交付式を行いました。
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:グローバル化社会と次世代の声、都立大の国際化
:海外の方も含めた国際的な場での活動に取り組
んでいる姿勢が高く評価された。今後は周囲の人
を巻き込んだ活動に発展させてほしい。

:柴谷　雄介　
:全日本学生テコンドー選手権大会での優勝
:第36回全日本学生テコンドー選手権大会におい
て優勝した結果が高く評価された。今後は活動を
活発にして、都立大学テコンドー部の存在を世に
知らしめてほしい。

． 　
:濱口　直翔　
:都立大いきもの園
:数多くのイベントに参加して、身近な自然への興
味を高める活動を行っていることが高く評価された。
大学の評判をより高める活動にも頑張ることに期
待します。

:安藤　洸輝　
:NHK学生ロボコン出場のためのロボット製作
:NHK学生ロボコンは知名度が高く、大学の知名
度を高める効果を大いに期待できる。一方で申請
書では、ロボット製作にあたって苦労した点など
が具体的に読み取れなかった。

10． 　
:加藤　颯　
:人力飛行機(滑空機)の飛行距離記録の更新を
目指して
:過去の実績も素晴らしく、大学の名前を広めてい
る点は大いに評価できる。しかし今回は結果が残
念である。今後は改善に取り組み、より上位を目
指してほしい。

11．
:吉田　迅杜　
:挑戦・学び・感動
:車体の工夫、人材育成に取り組む姿勢が申請書か

ら伝わってきた。今回は設計ミスがあったことが
残念である。来年以降は、より成果が出せるよう
頑張ってほしい。

12．
:清野　晃人　
:エアロスパイクノズル及び新方式バルブシステム
を搭載したエンジンの独自開発及び飛翔
:難解な技術に継続的に取り組んでおり、課題解
決に向けての意気込みも感じた。また、2025年度
は最高高度を記録した点を高く評価された。

13． 　
 

:チアリーディング世界選手権に日本代表として出場
:男子チアリーディングの演技レベルは高いことを
感じた。日本代表として世界を目標としているとこ
ろが評価された。今後は仲間を増やして取り組む
ことを期待します。

． 　
:土屋　志野　
:デザイン・コレクティブによる国際発信と学内外へ
の還元
:学内で結成したチームで多方面に活躍しているこ
とは素晴らしい。しかし、活動にあたって工夫・苦
労した点が申請書では伝わらなかった。

． 　
:廣田　和真　
:都立大発ビジネスコンテストへのチャレンジ
:日本人と留学生のコミュニケーションに関する課
題を解決しようとする取り組みは素晴らしい。今後
の成果に期待しますので、活動を続けて再度申請
してほしい。

． 　
:髙橋　直己　
:本学からの将棋文化の発信
:各大会への出場で成果を残していることが評価さ
れた。今後は外部の人も巻き込んだ取り組みや地
域貢献にも力を入れるようにしてほしい。

． 　

:東京都島嶼部を中心とした未調査地域における
ミミズ相の解明
:非常にユニークな分野に取り組んでいる。今回は
調査範囲が東京都島しょ部で申請されていますが、
今後はより大きなスケールでの申請を期待します。

． 　
:半田　梨紗　
:都立大の「音楽の顔」として演奏を通じての都立
大の宣伝と、学内外の振興
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．
:岩城　綾花
:タイでの囲碁普及活動
:囲碁を海外に広めるという視点は面白い。タイを
きっかけとして、より広い地域への普及も視野に
入れて活動してほしい。

　2025年11月3日(月)ホームカミングデーの際に表彰
式とプレゼンテーションが行われました。

:色々なところで演奏会を行っていることは評価さ
れる。今後は関係する大会に出場するなど、より
高い目標・成果を残せるよう頑張ってほしい。

．
:高瀬　知音
:宇宙フリーマガジンTELSTAR30号
:宇宙は日本にとって重要な分野であり、その魅力
を伝えて人材確保を視野に入れた取り組みを行っ
ていることは評価が高い。今後はフリーペーパー
の一歩先を目指してほしい。

．
:細谷　理乃
:硬式庭球部から都立大の文化を創り出す。
:リーグ戦での昇格、体育大会での結果は大いに
評価できる。今後は部活の枠を超えた、地域貢献
などにも取り組むことを期待します。

．
:城　陽太
:ヌマガエル幼生の黒化の生態学的意義とメカニ
ズムに関する研究
:ヌマガエルに着目したところは大変ユニークであ
ると評価されました。来年は研究をより発展させて、
申請することを期待します。

1. 田野通保 (1981 年 物理 修士課程卒業 ) （株）データテック 創業
 ( 世界初の自動車用ドライブデータレコーダー開発販売業 )

2. 岩谷忠幸 (1988 年 地理 気候学専攻卒業 ) オフィス気象キャス
ター（株）創業  ( 気象キャスター派遣会社 / ご当人は気象予報
士第一期生）

3. 新井邦弘 (1990 年人文学部卒歴史学専攻） （株）地球の歩き方
創業（2021 年、事業譲渡による設立）( 海外ガイドブックを中
心とした出版業、観光ソリューション事業 )

4. 高部明敏 (1993 年 英文科卒業 ) コーアド（株） 創業 ( 詳細住宅
設計事務所 )

5. 林 要 (1998 年 機械システム工学科 修士課程卒業 ) GROOVE X 
(株 ) 創業    ( 家族型ロボットLOVOT[らぼっと] の開発・販売 )

6. 堤谷公雄 (2012 年 経営システムデザイン卒業 ) （株）FALABO、 
FALABO 会計事務所 創業 ( 税務・会計・ファイナンス全般支援 )

7. 小川隆太 (2012 年 都市教養学部経営学系卒業 ) （株）Dealers、
JVR（株）創業 )    ( 新規事業開発および投資、空き家再生・別
荘民泊開発 )

8. 柴藤亮介 (2013 年 理学部 博士課程卒業 ) アカデミスト（株） 創
業 ( 学術系クラウドファンディング会社 )

9. 加藤寛大 (2013 年 経営システムデザイン卒業 ) Zeronity（株） 

創業   ( 教育・コンサル・不動産 )
10. 嘉数正人 (2016 年 経営システムデザイン 卒業 ) （株）CuboRex  

創業（前任退任後、代表取締役就任）( 電動式の運搬機器、自
動搬送ロボット(AGV) の開発・販売 )

11. 菊川 裕也 (2018 年 システムデザイン 博士単位取得退学 )（株）
ORPHE / オルフェ 創業 (IoT 製品 ( スマートフットウェア、スマー
トシューズ）の開発販売 )

12. 樋口彩乃 (2021 年経営学部卒業 ) （株）barbarian 創業／一般社
団法人ユースキャリア教育機構理事 ( 公教育へのキャリア教育プ
ログラムの導入 ,コンサルティング , 若者育成 )

13. 石原 裕 (1966 年 機械科卒業 ) AST 世話役、 Youtek Limited 創
業 ( オーディオ機器輸出 )

14. 野波健蔵 (1979 年 機械 博士課程卒業 )（株）ACSL 創業（2018
年東証マザーズ（現グロース）上場）、一般財団法人先端ロボティ
クス財団 設立、（株）AutonomyHD 創業 ( 国産 UAV (ドローン )
の研究開発、設計、製造、販売 )、( 先端ロボティクス分野やドロー
ン産業分野の振興、人財育成 )、( 国産 UAV, UGV ( 自律型無人
地上移動ロボット ), オートパイロットの研究開発、設計、製造、
販売 )

AST (アルムナサポートチーム)会員リスト ( 本文 12 頁 , QR code 参照 )

起業志向都立大学生を応援するための起業都立大卒業生チームAST 会員は下記の皆さんです。(各創業会社の URL もQR code 参照 )

一般財団法人建築保全センター
顧問　奥田　修一

都立大 1973 年卒 工・建築

　https://www.bmmc.or.jp/

建築物の保全に関する調査研究・計画立案・
技術開発等の業務を通して

公共建築物の適正な保全を支援します。
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同窓会は2007年度より毎年、大学に講師の選定と講
師に関わる費用を負担して、教養科目群の一科目として
講義を提供しています。後期だけの講義ですが、修了す
れば２単位が与えられます(毎週レポート提出が課せら
れ、期末試験もあります)。
　2026年度も「産業別講義」と「プロジェクトに関する講
義」の2部構成で13講義が提供され、講師、日程等は以
下のとおりです。
　昨年度(2025年度)も、約400名の受講者があり、本
学の数ある授業科目の中でも受講者が多い科目の一つ
とのことです。
　この講義は、講師の方々及び担当教官のご尽力により、
学生から高い評価が寄せられています。授業中だけで

なく、授業後も質問する学生が列を作るという光景が見
られ、講師からも、鋭い的確な質問が多く刺激的であっ
たとの感想が寄せられていました。
　なお、実施に当たっては、同窓会全体として積極的に
関わることとしており、理事会に「講師選定委員会」を設
け、八雲同友会とNPO法人MeCのご協力をいただきな
がら、OB・OGの中から会社経営に豊富な経験を持ち産
業の発展に貢献した方あるいはご自分が事業にかかわ
ってこられた方などできるだけ幅広い分野の講師を依
頼しています。
　これからもさらに充実した内容にしたいと考えますの
で同窓生の皆さまからも講師候補者のお心当たりがあ
りましたら是非ご協力ください。

1．窓を考える会社～サッシから窓へのビ
ジネスモデルの変革～(26年10月8日)
松谷　和男　都立大81卒・機械 
YKK AP(株)取締役 CTO(最高変革責
任者)

2．訴訟代理人の実務～知的財産事件を
中心に～（26年10月15日）
奥　結美子　都立大07卒・物理

 杉村萬国特許法律事務所SUGIMURA
＆Partners 弁護士・弁理士

3．証券会社の役割と「貯蓄から資産形
成」について(26年10月22日)
今井　崇人　都立大97卒・経済

 松井証券(株)取締役

4．技術革新と新聞社のあゆみ～変わりゆくメ
ディア環境を見つめて～（26年10月29日）
阿部　孝男　都立大00卒・経済
 (株)スポーツニッポン新聞社管理本部
部次長

5．グローバル競争下における日本製造業
の挑戦～JUKIでの40年の現場経験か

ら（26年11月5日）
石橋　次郎　都立大84卒・機械
 JUKI(株)専務執行役員

6．日本における事業承継とM&Aを考え
る(26年11月12日)
倉澤　瑞樹　都立大02卒・経済

 M＆Aロイヤルアドバイザリー(株)取締役

7．「地球の歩き方」コロナ禍でのＶ字回
復にみる事業再生と多角化へのヒント
（26年11月19日）
新井　邦弘　都立大90卒・史学
(株)地球の歩き方　代表取締役社長

8．こころが変われば、人生が変わる～創
造的な生き方を応援する「カウンセリン
グ」を通した社会貢献事業～（26年11月
26日）
篠原　恵美　首都大院博士後期15
修・人間科学心理
 (一社)甲府心理臨床研究所　所長

9．アートが人類を救う～資本主義の終
末期の今、アートでコミュニティを再生
する～（26年12月3日）

清水　敏男　都立大77卒・仏文
 美術評論家、TOSHIO SHIMIZU ART 
OFFICE　代表取締役

10．電気通信業界におけるビジネスと国
際標準と知財～失敗と成功の体験に基
づいて～（26年12月10日）
植木　泰弘　都立大78卒・電気
 植木知的財産事務所　所長　弁理士

11.医療を支える画像をつくる～画像診
断機器の発展と未来～（26年12月17日）
矢野　竜太朗　首都大14卒・放射線

 キヤノンメディカルシステムズ(株)MRI
営業部MRI臨床戦略担当 主任

12．気候変動・気象防災への取り組み～
気象報道やNPO法人運営を経験して
～（27年1月7日）
岩谷　忠幸　都立大92卒・地理
 オフィス気象キャスター(株)代表取締役

13．ロケット開発の最前線～開発の現実
と未来～（27年1月14日）
山本　研吾　科技大99卒・航空

 新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)
航空・宇宙部 機体・装備品ユニット 主査
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ができ、物理学の研究と勉学により専念することができま
した。来年度からは他大学の希望する研究室へ配属が決
定し大学院生になります。私の夢である研究者に成長する
ために一層精進してまいります。同窓会の皆様への感謝の
思いを一生忘れることなく、今後の歩みに生かしていきます。
● 　システムデザイン学部情報科学科2年
この度は、同窓会奨学金のご支援をいただき、誠にあ

りがとうございました。
私は、交通費や食費の負担が重いものの、通学に時間

を要するため、アルバイトを十分に行えない状況にあり
ます。しかし、皆様のご支援により経済的な不安を感じる
ことなく、学業や専門分野の学習に専念できました。
この一年の学びを糧に、将来は社会に貢献できる人材とな
れるよう、残りの学生生活も感謝を忘れず精進してまいります。
● 　健康福祉学部作業療法学科4年
この度は、同窓会奨学金によるご支援、誠にありがとう
ございました。私は弟と2人暮らしでアルバイトをして生
活していますが、この度のご支援により経済的な不安を
抱えることなく、学業に専念することができました。病院
実習等では多くの学びを得ることができました。
同窓会の皆様への感謝の気持ちを忘れず、大学での学び

を活かして社会に貢献できるよう精一杯努力していきます。

● 　人文社会学部人間社会学科3年
1年間にわたり同窓会奨学金のご支援をいただき、誠

にありがとうございました。家庭の事情により経済面で
悩むことも多かったのですが、この1年間はご支援により
救われる場面が多くありました。
皆様のおかげで、勉学、サークル活動に思い切り励み、良

い1年を送ることができました。同窓会の皆様への感謝を忘
れず、社会に貢献できる人間になれるように今後とも精一杯
励んでまいります。今後ともよろしくお願いいたします。
● 　法学部法学科4年
この度は、1年間にわたり同窓会奨学金によるご支援
を賜り、誠にありがとうございました。
母の持病や生活費、学習・進学費用など家計に大きく重

なる負担の中で、貴会からのお力添えに心から救われました。
ご支援のおかげで学業に励む一助となり、実り多い一年を
過ごすことができました。改めて、深く感謝申し上げます。
同窓会の皆様への感謝を胸に、将来は社会に貢献で

きる法律家となれるよう、より一層努力してまいります。
● 　理学部物理学科4年
1年間にわたって同窓会奨学金のご支援を賜り、誠に

ありがとうございました。
皆様からの温かいご支援のおかげで生活費を賄うこと

「東京都立大学同窓会奨学金」の後継制度として
大学の「学部生支援奨学金」が始まります!

同窓会では、在学生の生活実態からみて奨学金支給
が必要との認識に至り、2019年4月から大学名称変更を
記念して「大学名称変更記念募金」を募りました。その
後、大学がコロナ禍で困窮する学生のための「緊急支援
基金」を立ち上げ、その基金に対し同窓会への協力要請
があったことから、大学への協力を優先し、2021年3月
31日で募金事業を終了いたしました。
「大学名称変更記念募金」には最終的に延べ964名の
方々から15,750,403円の募金をいただきました。
これを原資として、2020年度より、学部生対象に「東
京都立大学同窓会奨学金規程」に基づき、奨学金を支給
してきました。2025年度までに38名の学生に毎月3万円・
1箇年の奨学金を支給してきました。

しかしながら、学生間に定着しているこの制度を永続
的に存続、充実させるためには大学の寄付制度に組み
入れていただく方が望ましいとの考えから、大学の寄付
金制度見直しの中で寄付金メニューの一つとして位置
付けてもらうよう大学に要望してきました。
これを受けて大学は、2020年4月から開始した「東京都
立大学同窓会奨学金」を同窓会と大学が連携して継続し
ていくために、「学部生支援奨学金」を新設いたしました。
大学の学部生支援奨学金制度は、一般社団法人東京都

立大学同窓会が実施していた「東京都立大学同窓会奨学金」
の後継制度として、東京都立大学の同窓生等からの寄付金
を原資とし、学修意欲があるにもかかわらず経済的理由に
より学業に専念することが困難な学部生に対して、奨学金の
支給を通じて修学の機会を提供するとともに、充実した学生
生活を送るための支援を行うことを目的として実施されます。
なお、『東京都立大学同窓会奨学金』の原資残金

1,734,480円は、大学の「学部生支援奨学金」等の在学
生支援の原資として引き渡すことといたします。
最後に、会員皆様には、改めて「大学名称変更記念募
金」のご協力に感謝申し上げますと共に、大学の「学部
生支援奨学金」をはじめとした在学生支援の寄付にご
協力賜りますよう重ねてお願い申し上げます。

同窓会会長　

　※学年・所属は2025年４月１日現在
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2025年9月30日(火)、南大沢キャンパス国際交流会
館大会議室にて2025年度東京都立大学秋季卒業式・修
了式が挙行されました。
今季は、94名(うち留学生48名)が卒業・修了しまし

た。式辞では大橋学長から「Use the knowledge, skills 
and friendships you have gained at TMU to make 
tomorrow better than today!(東京都立大学で得た知識、
スキル、そして友情を糧に、より良い明日を築いてくださ
い！)」と卒業生・修了生にエールが送られました。

2025年10月1日(水)に、南大沢キャンパス国際交流
会館大会議室にて2025年度東京都立大学秋季入学式
が挙行されました。新たに70名の新入生(うち留学生58
名)が本学に入学しました。秋季は留学生の新入生が多
いことから、式典は英語で行われました。
式辞では大橋隆哉学長から「Youth is power. Now 

more than ever, it is important to think beyond 
yourself, to care for others, and to look beyond 
borders ‒ to think about the entire planet.(若さは力
です。今こそ、自分自身だけでなく、他者を思いやり、国
境を越えて、地球全体のことを考えることが大切です。)」
と新入生にメッセージが送られました。

京都大学理事・副学長、高等研究院特別教授の北川 
進 先生が2025年のノーベル化学賞を受賞されましたこと、
心よりお慶び申し上げます。
北川先生は1992年から1998年まで本学の前身であ

る旧東京都立大学に教授として在職され、今回の受賞対
象となった成果の礎となる多孔性配位高分子の研究に
取り組まれておりました。
本学においても、北川先生のご受賞を励みとして、各

研究者がそれぞれの研究分野で一層の研鑽を積むとと
もに、先生に続くような優秀な研究者の育成に努める所
存です。
改めまして、北川先生のご受賞に心より敬意を表する

とともに、今後ますますのご活躍を祈念いたします。

　東京都立大学NEWS LETTERは、法人が運営する各
校の「今」をお伝えするメディアとして創刊されました。
　現役生や先生方の活躍といった記事が掲載されており、
最新のトピックスに触れるとともに、ホームページやSNS
を通じて、より深く取り組みを知ってい
ただければ幸いです。
　右のQRコードで容易に最新号をご
覧いただけます。

　東京都立大学は、文理の枠にとらわれない新たな学
びを英語で提供する学部開設を予定しており、概要は下
記のとおりです。
名称：共創学部 Faculty of Global Innovation and 
Development(略称：GLIDe)
開設時期：2028年４月(予定)
入学定員：75名(日本人学生50名程度、留学生25名程度)
開設場所：東京都立大学南大沢キャンパス
コンセプト：共創学部では、幅広い学問領域の知を集
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合させた新たな学びを通して、持続可能な都市の実
現や地球規模の課題解決に挑むソーシャルイノベー
ション人材(※)を育成します。

（※）課題の本質を見極め、学問の力でその解決に取り組みながら、社会

の仕組みや構造に深く関わり、持続的な社会を生み出す力をもつ人材。

　新学部は、英語による教授のみならずリベラルアーツ
も含む幅広い教養科目を提供し、日本人学生は１年間
の海外留学を実施するなど数多くの特色を備えています。

（ホームページより一部引用）

　３月22日(日)10時より、東京国際フォーラムにて、学
部生、大学院生を対象とした式が挙行されました。
　大橋学長からは「大学時代の友人を大切に」、「経験を
通じて知性を伸ばす」、「小さな一歩からの挑戦を」との
エールが送られました。
　小池百合子都知事はビデオメッセージで「チャレンジ」、
「世界を見る」、「学びを続けること」が重要とのメッセー
ジが伝えられました。
　中山泰男理事長からは激動の時代に日本の成長を進
めるためにはイノベーションが重要であり、卒業生・修了
生への期待が伝えられました。

　なお、同窓会からは吉田雅俊会長が参列し、成績優秀
者表彰の授与を行いました。

　4月5日(日)14:30より東京国際フォーラムにて入学式
が挙行されました。
　大橋学長は学部・院・プレミアムカレッジを含めて計
2669名の入学者に向け、自由な学びを経て知性を高め
るべく共に頑張りましょうとのエールが送られました。
　小池都知事からは(1)夢を持ち小さな積み重ねを、(2)
失敗を恐れずチャレンジを、(3)広い視野をもってとの
エールが送られました。
　中山理事長からは、(1)主体的な考えと行動力､(2)コ
ミュニケーション能力を伸ばしてイノベーションを進めて
欲しい旨の挨拶がありました。
　吉田同窓会長からは、主体的学びと自由な発想に加え、
人との繋がりも大切にしてほしい、同窓会には社会で活
躍する多くの先達がいるので準会員として活動に加わっ
てほしい旨の挨拶がありました。

　東京都立大学キャリア支援課では、卒業・修了生の
皆様に在学生へのキャリア支援にご協力いただくことを
目的に「OBOGネットワーク」を組織しています。
　ご登録いただいた皆様方には、ご無理のない範囲で
OBOG 訪問のご対応と就活生との交流会へのご参加を
お願いしています。
　すでに多数の卒業・修了生の皆様にご登録いただい
ていますが、学生からは、「先輩方の経験談を聞くこと
ができ就活への考えが深まった」、「親身になって話して
いただき多くの学びがあった」などの声が寄せられてい
ます。学生にとって、OBOG 訪問は業界の状況や具体
的な就職活動方法を知ることができ、交流会では様々
な業界の先輩方と交流し視野を広げることができる重要
な機会となっています。
　ぜひ OBOGネットワークへのご登録
をお願いいたします。詳しくはキャリア
支援課ホームページの「卒業生の方へ」
をご覧ください。
https://career.tmu.ac.jp/for_alumni/obog.html
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叙勲おめでとうございます
　下記の方々が叙勲されました。
瑞宝中綬章

注1）

さん(首都大学東京名誉教授)
藍綬褒章

注2）

 さん(都立大72年卒･心理)

注1）　公務等に長年にわたり従事し、成績を挙げた方に授与
注2）　国や地方公共団体から依頼されて行われる公共の事務(保
護司、民生・児童委員、調停委員等の事務)に尽力した方に授与
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　事情ご賢察いただき、ご寄付への更なるご協力をいた
だけますようお願い申し上げる次第です。
　寄付金は以下の3種類になっています。
１　目的寄付：同窓会の学生支援＊、講演会、親睦会な

どの活動を目的としてご指定いただく寄付
 

２　維持寄付：上記以外の一般的な寄付
３　10年維持寄付：終身会員で納入後10年以上経過さ

れた方に3年に1回、１口5,000円の寄付をお願い
するもの 

　なお、寄付金の払込手続きについては、クレジット払
いなど3種類の方法を用意しておりますので、詳しくは37
ページまたは同窓会ホームページをご覧ください。25年
度にご寄付いただいた方々は以下の名簿のとおりです。

維持寄付
髙野　　満 54 都 物理
千ケ﨑　新 57 都 経済
清水　力雄 57 都 化学
松本　英夫 59 都 建築
葦津　泰国 60 都 経済
小倉　英男 60 都 化学
大友　英文 60 都 機械
出口　　亨 61 都 法学
花村　厚臣 61 都 法学
所　　弘之 61 都 経済
帰山　悦郎 61 都 電気
市岡　康子 62 都 社会
吉原　信男 63 都 化学
梅田　一好 63 都 機械
山岸　　巌 63 都 建築
小島　龍昭 63 都 工化
杉村　哲雄 64 都 法学
石川　慶一 64 都 経済
中澤　　勳 64 都 電気
星銅　孝生 64 都 建築
小野田　博 65 都 機械
髙野　六雄 65 都 機械
諏訪内 幹弘 65 都 機械
田代　元生 66 都 経済
石原　　裕 66 都 機械
中島　知行 66 都 機械
堀内　洋治 66 都 電気
網野　　裕 67 都 数学
工藤　兼勝 67 都 化学
白銀 征太郎 67 都 機械
國府　勝郎 67 都 土木
石井　　守 67 都 建築

鳴島　敦雄 68 都 政治
神永　　剛 68 都 化学
小林　茂之 68 都 機械
浅岡　輝彦 69 都 法律
中島　平三 70 都 英文
鈴木　　実 70 都 建築
佐藤　佳子 71 都 法律
長谷部 祐介 71 都 経済
小川　和男 71 都 経済
佐藤　英行 71 都 物理
田上　康二 71 都 建築
柳井 　尚子 71 都 院独文
大月　径生 71 都 院工化
関戸　光雄 72 都 哲学
小川 千代子 72 都 独文
庄子　友康 72 都 政治
鈴木　隆雄 72 都 土木
井上　良夫 72 都 建築
浅見　　保 72 都 建築
久松　忠信 73 都 機械
奥田　修一 73 都 建築
平野　正利 73 都 建築
髙澤　陽子 74 都 経済
岸　　　修 74 都 数学
廣瀬　省蔵 74 都 建築
山本 富士男 74 都 工化
平　　幹雄 74 都 工化
荒川　　満 75 都 経済
吉田　　聡 75 都 経済
福良 みどり 75 都 経済
嶋﨑　壽勝 75 都 物理
阿久津 昌之 75 都 化学
吉田　雅俊 75 都 機械

日下　　豊 75 都 電気
園部　洋治 75 都 電気
中台　成夫 75 都 土木
一澤　成典 76 都 経済
髙橋　茂樹 76 都 数学
蓬来　順子 77 都 経済
戸張　　馨 77 都 機械
秋山　邦夫 77 都 機械
石澤　清明 78 都 経済
青木　克行 78 都 経済
加藤　　久 78 都 経済
有本　　督 78 都 機械
宇治　公隆 78 都 土木
内海　　温 79 都 法律
諸貫　信行 79 都 機械
石井　光一 80 都 経済
内藤　康司 80 都 化学
酢崎　利夫 80 都 生物
黒川　　信 80 都 生物
藤野　陽一 80 都 土木
桑田　　均 81 都 法律
田中 紳一郎 81 都 経済
樋口　和彦 81 都 土木
石川　能宏 82 都 法律
辺見　京一 82 都 経済
土屋　徳寿 82 都 土木
前田　義弘 82 都 工化
大内　章生 83 都 法律
小野　義昭 83 都 経済
岡　　洋史 83 都 建築
大森　　保 84 都 法律
稙田　和孝 84 都 法律
川上　　泉 84 都 機械

遠藤　徳良 84 都 土木
尾上　志保 86 都 法律
中島　俊朗 86 都 経済
内田　貴範 86 都 数学
五井　尚人 86 都 建築
石田　雄一 87 都 法律
笹本　佳良 89 都 国文
福田　利津 89 都 経済
米山　美景 89 都 化学
太田　守人 91 都 史学
有銘　寛之 92 都 経済
臼井　和幸 92 都 経済
及川　育矢 92 都 建築
武田　重之 92 科 航空
手塚　淳子 93 都 数学
中村　良広 94 都 土木
小林　雅範 95 都 経済
土井　　淳 95 科 航空
堀江　恵介 96 都 史学
原田　　亮 96 都 政治
門下 健太郎 97 都 経済
山田　明生 97 都 土木
佐竹　秀夫 02 都 経済
戸田　静香 06 都 物理
上嶋　聖人 07 科 生産
岩下　洋平 16 首 院経営
五島　碧 20 首 看護
秋元　優喜 21 都 MBA
清水　節夫 66 都 工化 
10 年維持寄付

小林　忠雄 53 都 経済
渡邊　英二 54 都 経済
田ケ谷 雅夫 54 都 心理

佐々治 一郎 54 都 化学
田中　和夫 54 都 土木
中村　正雄 54 都 工化
平川　進次 56 都 機械
澤村　幸子 56 都 院英文
清水　力雄 57 都 化学
西村　　昇 57 都 機械
中村　公陽 58 都 経済
後藤　昌之 58 都 生物
本間　　隆 58 都 建築
佐藤　和一 59 都 経済
花井　　節 59 都 化学
佐藤　信一 59 都 電気
石岡　義久 60 都 経済
大川　時夫 60 都 物理
小倉　英男 60 都 化学
南部　　敦 60 都 化学
新見　　進 60 都 機械
東　　和子 61 都 化学
木村　章義 62 都 経済
高橋 光次郎 62 都 機械
吹田　秀規 63 都 国文
古賀　信孝 63 都 経済
吉原　信男 63 都 化学
河合　靖雄 63 都 機械
山岸　　巌 63 都 建築
青木　邦子 63 都 院心理
滝沢　英男 64 都 機械
古関　吉樹 65 都 法学
喜多村 允彦 65 都 経済
田邉　明彦 65 都 経済
松岡　俊雄 65 都 物理
小原　健一 65 都 機械

　いつも多くの会員の皆様から寄付へのご賛同をいた
だきありがとうございます。
　2025年度（2025年4月1日～2026年3月31日）は348
名の方々から約341万円のご寄付をいただきました。
なお、同窓会会計年度第5期（2024年8月1日～2025年
7月31日）の金額実績については33ページの「正味財産
増減計算書」をご覧ください。
　とくに2013年にスタートした『寄付制度による維持寄付
（10年維持寄付）』につきましては、終身会費納入後10
年以上経過された方々のうち3004名の皆さまから、制度
創設以来3469万円を超えるご寄付をいただいてきてお
ります。
　同窓会の財政は、新入生からの入会金、会員からの維
持会費（年会費または終身会費）及び寄付金の３つで成
り立っています。 しかしながら、以前から厳しい状況が続
いている年会費・終身会費に加え、これまで同窓会収入
の大きな割合を占めていた入会金についても、入学手続
き変更の影響を受け、一昨年来、極めて厳しい状況に陥
りました。
　このような状況ですので、同窓会財政の支えとしての
寄付金の比重は一層増してきております。
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皆川　欽一 65都土木
子安　哲雄 65都土木
片桐　義雄 65都工化
牧野　誠一 65都院英文
下田 雄一郎 66都経済
大部　一夫 66都化学
松村　禎夫 66都化学
大澤　昭夫 66都生物
森　　　顕 66都土木
森　　妙子 67都心理
山梨　幹子 67都仏文
松浦　知彦 67都経済
笹島　芳雄 67都数学
中世古 昭一 68都法律
森　　素子 68都化学
神永　芳勝 68都地理
森　　拓夫 68都建築
佐治　悦子 69都史学
浅岡　輝彦 69都法律
喜入　　博 69都地理
保倉　俊一 70都建築
小西　菊文 71都法律
佐藤　佳子 71都法律
望月　一人 71都経済
池ノ谷 保男 71都機械
大月　径生 71都院工化
阿部　久志 72都社会
齋藤　昌治 72都社会
布施　典男 72都経済
寺井　洋子 72都経済
福田　英男 72都機械
井上　昭芳 72都電気
浦山　　斉 72都土木
今井　　博 72都建築
岡田　重道 73都政治
名古屋 和明 73都経済
河野　　廣 73都経済
久家　眞司 73都経済

梅村　葉子 73都生物
笹川 耕太郎 73都地理
城田　　実 73都土木
石井　威史 73都工化
粕川　高久 73都工化
水嶋　純一 74都政治
村越 登美子 74都生物
大西　純一 74都機械
齊藤　泰一 74都電気
末岡　眞純 74都土木
廣瀬　省蔵 74都建築
古賀　芳夫 75都法律
林　　忠行 75都法律
小林　　昇 75都法律
真島　健一 75都物理
宮本　公隆 75都工化
浅井　文英 76都社会
荻原　信吾 76都仏文
小澤　慶晃 76都数学
川崎　　操 76都地理
齋藤　　誠 76都電気
吉岡　道太 76都土木
村上　高文 76都土木
田崎　桂子 77都法律
三澤　清志 77都法律
石原　和博 77都経済
坪井　秀樹 77都地理
秋山　邦夫 77都機械
山本　勝美 77都土木
岩橋　靖夫 77都建築
鈴木　理夫 78都法律
加藤　　裕 78都法律
滝口　　亨 78都数学
有本　　督 78都機械
飯久保 雅夫 78都機械
井上　幸夫 79都社会
大貫　洋子 79都英文
佐野　良人 79都経済

佐藤　義光 79都経済
島田　公男 79都数学
湯本 慎一郎 79都土木
直江 なほ子 79都院心理
久保　　勉 79都院数学
吉村　道明 80都法律
歌川　和也 80都法律
若林 美和子 80都化学
黒川　　信 80都生物
飯田　洋之 80都機械
深津　有方 81都国文
渡邉　　弥 81都経済
田中 紳一郎 81都経済
森田　真一 81都物理
岡田　正義 81都土木
樋口　和彦 81都土木
田中　克美 81都工化
広田　明彦 81都院工化
椎名　　進 82都政治
廣川　祐司 82都政治
降幡　高志 82都生物
上田　達哉 82都土木
太田　武彦 82都土木
戸塚　基司 82都建築
小林　弘幸 82都工化
諸橋　　享 83都工化
篠原　朋子 84都法律
森　　茂樹 84都院機械
佐藤　達哉 85都心理
富田　　諭 85都史学
加藤　　勝 85都法律
大屋　　進 86都法律
深澤　　豊 86都生物
佐藤　秀樹 86都工化
沖倉　和久 86都院土木
大野　克己 87都経済
大輪　浩一 87都物理
齊藤　正樹 87都化学

下西　浩二 87都生物
岡田　英治 88都法律
柿沼　靖雄 88都経済
和田　純一 88都数学
永嶋　明夫 90都電気
松原　健太 90都土木
寺尾　誠治 91都史学
大日向 章弘 91都経済
有銘　寛之 92都経済
安藤　　宏 92都生物
野村　光紀 92科電子
大久保 由枝 92科管理
高部　明敏 93都英文
竹内　章二 93都法律
長谷川 公子 93都法律
土居　則行 93都経済
手塚　淳子 93都数学
黒田　裕康 94都社会
元村　知佐 94都法律
小林　倫子 94都経済
伊藤　健司 95都経済
恒川　孝二 95都物理
後藤　和正 95都機械
冨永　剛司 96都電情
立川　智之 96都材化
橋本　　豊 97都物理
水島　義博 97都電情
米山　　浩 98都経済
樋口　　要 00都材化
辻　　悠子 01都電情
水谷　　信 01科生産
小野　恭子 02保看護
浅尾 ヒカリ 07都法律
佐藤　親房 09首博後基盤
中村　功介 21都建築
原　　悠人 22都電情
匿名２名   

目的寄付
佐藤　和一 59都経済
篠田　友孝 60都化学
帰山　悦郎 61都電気
越石 喜代三 62都物理
肥沼　徳寿 62都物理
小松　芳雄 63都経済
山岸　　巌 63都建築
松園　典子 67都人類
堀　那華雄 69都化学
喜入　　博 69都地理
芦沢　清隆 69都建築
伊藤　眞一 70都電気
長谷川 方子 72都社会
村山　　清 73都化学
岸　　　修 74都数学
廣瀬　省蔵 74都建築
福良 みどり 75都経済
秋山　邦夫 77都機械
石澤　清明 78都経済
松葉　　元 79都工化
飯田　洋之 80都機械
田中 紳一郎 81都経済
樋口　和彦 81都土木
小野　義昭 83都経済
直井 富士春 85都物理
棟方 あさの 88都国文
有銘　寛之 92都経済
伊藤　直子 93都経済
手塚　淳子 93都数学
中村 聡太郎 95都電気
福田　　明 96都法律
鈴木　慶一 01都経済
大野　瑞枝 08都法律
中島 野乃子 19首知能
清水　節夫 66都工化
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大学在学中は法律を
学び、司法問題研究会・
ESSに所属しておりまし
た。
南大沢キャンパスの豊
かな自然のなかで充実し

た学生生活を過ごせたことは良い思い
出となっております。
同窓会での活動を通じて、在学生が

より良い学生生活を送れるよう尽力して
いきたい所存でございます。色々とご迷
惑をおかけしてしまうこともあるかと思
いますが、何卒よろしくお願いいたします。

昭和の最後、1988年
(昭和63年)に工学部工
業化学科(化学工学)を
卒業しました。
当時、理系出身者を

積極的に採用していた証
券会社に就職した後、金融機関のイン
ハウスのITスタッフを経て、現在はイン
ターネット銀行で金融犯罪対策のアドバ
イザーを務めています。
昨今、特殊詐欺やサイバー犯罪など、

身近なところにリスクが存在しており、
それらを銀行の立場で抑止、排除等のリ
スク低減を行なっています。
同窓会は、約20年ぶりに携わること

になりましたが、皆様のご協力を頂き微
力ながら務めさせて頂きたいと思います。

　卒業後、理学療法士と
して病院勤務を経験し、
大学院留学、ベンチャー
企業を経て、現在は保険
会社にて企画職に携わっ
ております。多様なキャ

リアを歩む中で、改めて人とのつながり
の大切さを実感してまいりました。
　同窓会は、世代や分野を超えて在学
生と卒業生、また卒業生同士を結ぶ貴
重な場であると考えております。私自身
がこれまでに実感してきた人とのつなが
りの価値を、同窓会活動を通じて会員
の皆さま、そして在学生の皆さまへ形あ
るものとしてお届けできれば幸いです。
　微力ではございますが、皆さまにとっ
て有意義で「本学の卒業生で良かった」
と感じられる同窓会運営に貢献できるよ

う努めてまいります。どうぞよろしくお願
いいたします。

2005年に電気工学
科を卒業し旭硝子（現・
AGC）に就職しました。そ
の後、不動産業界、金融
業界を経験し、2015年
に渋谷道玄坂にて起業

しました。
現在は、木質バイオマスボイラのメー

カーと不動産会社の2社を経営してい
ます。大学時代は、アメフト部、パワーリ
フティング部、世界民謡研究会(セミン
研)に所属し活動していました。仕事の
かたわら、ボランティアで後輩の就活支
援や、都立大出身の起業家の交流会な
どを行ってきました。同窓会の活動の輪
が広がっていくよう頑張ります。よろしく
お願いします。

　卒業後、興味があった
食料の開発輸入ができれ
ばと総合商社を志望し入
社。入社後は食料一筋
に本社、海外、国内事業
会社で食料の輸出入、国

内販売、事業会社経営等に従事。
　2014年お誘いをいただき、都立大学
同窓生異業種交流研鑽任意団体である
八雲同友会に入会。その縁で2015年、
16年、21年、22年と4度大学にて寄附
講義を担当。この縁が同窓会活動に加
わるきっかけとなりました。現在は八雲
同友会の代表幹事を拝命しており、同友
会と同窓会の関わりを深め同窓会活動
をさらに支えていきたいと考えています。
　同窓会においては組織整備に関わり、
４万人に及ぶと聞いている同窓生の力
を大学のさらなる発展に繋げていきた
いと考えています。宜しくお願いいたし
ます。

定年退職後、現在ネク
ストステージを謳歌して
います。卒業後も「みや
こ祭」の特別講演会、懇
親会への参加、リクルー
ト活動、現役時代のクラ

ブ活動で汗を流した硬式テニス部のOB

会等で南大沢のキャンパスに足を運ん
でいます。また企業他の都立大卒業生
の集まりである八雲同友会で年代を超
えたOBとの勉強会、懇親を通して都立
大との関りを継続しています。
同窓生の一人として現役との繋がり、

同窓会活動の拡大、そして都立大のさら
なる発展のために力になれれば幸いで
す。微力ながら頑張って参ります。皆様
のご支援をよろしくお願い致します。

この度、同窓会の理事
を拝命いたしました、首都
大学東京 経営学系 2009
年卒の平山裕三です。
私は現在、コーチング

をベースとした組織コン
サルティングに携わる傍ら、複数の国公
立大学にて「ライフデザイン」の授業を
担当しております。
振り返れば在学時代、私自身もアイデ

ンティティや将来について深く悩んだ時
期がありました。しかし、その時に寄り
添ってくださった先輩方や友人、教職員
の皆さまの存在が、今の私を形作って
います。当時の感謝を胸に、今度は私が
「恩送り」として、後輩たちの力になりた
い想いから、理事に立候補いたしました。
皆さまからお知恵を拝借しながら、誠

心誠意取り組んでまいる所存です。どう
ぞよろしくお願い申し上げます。

大学時代はインダスト
リアルアート学科でプロ
ダクトデザインを学んで
いました。現在は産業機
械系の企業で技術管理
に従事しています。

ここ数年は変化が大きく、普段の業務
上でも生成AIが導入されました。同窓
会の皆様とともに社会の変化に対応し、
知見を共有できればと思います。
至らない点も多々あるとは思いますが、

同窓会の一員として貢献できれば幸い
です。よろしくお願いいたします。

【事務局より：理事会は2カ月に1度、渋
谷の八雲クラブで開催されています(対
面・オンライン併用)。若いメンバーの
理事就任を引き続き求めています】
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委員長 黒川　　信(旧都80生物)
 奥田　修一(旧都73建築)
 松本　公一(科94機械)
 西形　勝宏(医89放射)
 山川　　徹(旧都74政治)
 諸貫　信行(旧都79機械)
 鈴木　貞二(旧都79電気)
 宇津川　喬子(首12地理)
寄付講義講師選定委員会
委員長 諸貫　信行(旧都79機械)
 黒川　　信(旧都80生物)
※ 吉田　俊雄(旧都71数学)
 八木　　隆(旧都77機械)
 末岡　眞純(旧都74土木)
国際委員会
 黒川　　信(旧都80生物)
 奥田　修一 (旧都73建築)
 諸貫　信行(旧都79機械)
 山川　　徹(旧都74政治)
 八木　　隆(旧都77機械)
 高部　明敏(旧都93英文)
 関根　紀夫(医89放射)
 深澤 修一郎(首12経営)
大学事務連絡チーム
 黒川　　信(旧都80生物)
 諸貫　信行(旧都79機械)
 山川　　徹(旧都74政治)

委員長 西形　勝宏(医89放射)
副委員長 安藤　拓哉(科03電子)
 関根　紀夫(医89放射)
 平山　裕三(首09経営)
 金　　和樹(首13理療)
※ 佐藤　武史(旧都64化学)

委員長 諸貫　信行(旧都79機械)
副委員長 荻原　信吾(旧都76仏文)

 末岡　眞純(旧都74土木)
 滝口　　亨(旧都78数学)
 黒川　　信(旧都80生物)
 梶川　義実(旧都83経済)
 関根　紀夫(医89放射)
 鎌田　美結(都21法学)
会報編集委員会
委員長 諸貫　信行(旧都79機械)
 荻原　信吾(旧都76仏文)
 黒川　　信(旧都80生物)
 鈴木 祐美子(旧都08生物)
 鎌田　美結(都21法学)
※ 山下 日出之(旧都78法律)
※ 鈴木　毅彦(旧都85地理)
※ 齋藤　夕子(医96地域)

委員長 奥田　修一(旧都73建築)
副委員長 末岡　眞純(旧都74土木)
 近藤　秀衛(旧都75経済)
 梶川　義実(旧都83経済)
 吉岡　利法(旧都94政治)
 間々田 祥吾(旧都01応化)
 上嶋　聖人(科07生産)
※ 戸辺　文博(旧都73建築)

委員長 吉岡　利法(旧都94政治)
副委員長 山川　　徹(旧都74政治)
 黒川　　信(旧都80生物)
 遠藤　　洋(旧都88工化)
 高部　明敏(旧都93英文)
 市原　健人(首19法律)

委員長 八木　　隆(旧都77機械)
副委員長 宇津川　喬子(首12地理)

 山川　　徹(旧都74政治)
 黒川　　信(旧都80生物)
 小原　弘道(科92機械)
 鯉渕　　滋(旧都05電気)
 鈴木 祐美子(旧都08生物)
 平山　裕三(首09経営)
 金　　和樹(首13理療)
※ 大塚　照道(旧都78法律)
※ 青木　克行(旧都78経済)
※ 佐藤　武史(旧都64化学)
※ 和田　麟太郎(首18人社)
※ 横山　英明(旧都95化学)

委員長 丑山 佐千男(旧都74政治)
副委員長 滝口　　亨(旧都78数学)
副委員長 ※水津まき子(旧都72社会)
副委員長 ※左田野 渉(旧都81法律)
 荻原　信吾(旧都76仏文)
 遠藤　　洋(旧都88工化)
 高部　明敏(旧都93英文)
※ 中澤　　勲(旧都64電気)
※ 本橋　唯弘(旧都71政治)
※ 大林　清一(旧都77生物)
※ 石井　光一(旧都80経済)
※ 北原　　隆(旧都87建築)
※ 池田　敬二(旧都94社会)

委員長 松本　公一(科94機械)
 安藤　拓哉(科03電子)
 櫻井　陽士(首11経営)
 深澤 修一郎(首12経営)
 宮田　直輝(首12ｱｰﾄ)

役　員
会長 吉田　雅俊(旧都75機械)
副会長 黒川　　信(旧都80生物)
副会長 奥田　修一(旧都73建築)
副会長 松本　公一(科94機械)
副会長 西形　勝宏(医89放射)
監事 加藤　充子(旧都61経済)
監事 小原　新一(旧都78経済)
監事 稲野辺 久智(旧都06史学)

理事(五十音順)
 安藤　拓哉(科03電子)
 市原　健人(首19法律)
 丑山 佐千男(旧都74政治)

 宇津川 喬子(首12地理)
 上嶋　聖人(科07生産)
 遠藤　　洋(旧都88工化)
 荻原　信吾(旧都76仏文)
 小原　弘道(科92機械)
 梶川　義実(旧都83経済)
 鎌田　美結(都21法学)
 金　　和樹(首13理療)
 鯉淵　　滋(旧都05電気)
 近藤　秀衛(旧都75経済)
 櫻井　陽士(首11経営)
 末岡　眞純(旧都74土木)
 鈴木　貞二(旧都79電気)
 鈴木 祐美子(旧都08生物)

 関根　紀夫(医89放射)
 高部　明敏(旧都93英文)
 滝口　　亨(旧都78数学)
 平山　裕三(首09経営)
 深澤 修一郎(首12経営)
 間々田 祥吾(旧都01応化)
 宮田　直輝(首12アート)
 諸貫　信行(旧都79機械)
 八木　　隆(旧都77機械)
 山川　　徹(旧都74政治)
 吉岡　利法(旧都94政治)
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日　時　2025年(令和7年)10月18日(土)14:00～14:50

場　所　東京都立大学南大沢キャンパス6号館101教室

出席者　代議員総数185名、出席代議員62名、委任状104名

　　　　出席理事23名(代表理事(会長)含む)出席監事2名

　仮議長の奥田理事が開会宣言を行い、続けて議長として黒川理

事(副会長)を提案し、承認された。続いて石澤事務局長より、現

時点での出席者59名、委任状104名、合計163名で定款第25条第

１項の代議員会の定数を満たしているとの報告があった。議長が

西形理事を書記に指名し、議事録署名人については、松浦知彦氏

と石澤清明氏の2名を指名した。

　吉田会長の挨拶と活動報告の後、議事に入った。

(1)決議事項

◎第1号議案　第４期決算「2024年(令和6年)8月1日から2025年

(令和7年)7月31日までの決算書類(財産目録等を含む)の承認の件

　山川財務委員長より議案（1）決議事項1「第5期決算「令和6年8

月1日から令和7年7月31日までの決算書類(財産目録等を含む。)」

の承認の件;資料１」、「（別添１）八雲サロン開催実績」、「（別添2）

2024年度同窓会寄付講義　日本の産業と企業」、「決算報告書;

資料2‒①」、「貸借対照表;資料2‒②」、「正味財産増減計算書;資

料2‒③」、「正味財産増減計算書内訳表;資料2‒④」、「財務諸表

に対する注記;資料2‒⑤」、「附属明細書;資料2‒⑥」、「財産目録；

資料2‒⑦」を提示し、説明があった。

　第１号議案の会計監査報告:小原監事より下記の報告があった。

・事業報告は法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示してい

るものと認める。

・理事の職務の執行に関する不正行為又は法令若しくは定款に違

反する重大な事実は認められない。

・計算書類及びその附属明細書は、法人の財産及び損益の状況を

適正に表示しているものと認める。

　第１号議案の質疑:議長が発言を促すも発言はなかった。

　第１号議案の採決:委任状を含め賛成多数となり、第１号議案

は可決された。

◎第2号議案　理事33名選任の件
　黒川総務委員長から議題(1)決議事項2「理事33名選任の件;

資料４」を提示し説明があった。

　第2号議案の質疑:議長が発言を促すも発言はなかった。

　第2号議案の採決:委任状を含め賛成多数となり、第2号議案は

可決された。

◎第3号議案　監事3名選任の件
　黒川総務委員長から議題(1)決議事項3「監事3名選任の件；資

料5」を提示し説明があった。

　第3号議案の質疑:議長が発言を促すも発言はなかった。

　第3号議案の採決:委任状を含め賛成多数となり、第3号議案は

可決された。

(2)報告事項

◎第6期予算

　山川財務委員長から報告事項「第6期予算事業計画;資料6」、

「第6期予算(総括表);資料7」、「第6期予算(事業別算定表);資

料8」を提示し説明があった。

　以上で審議を終了し、議長は14時50分に閉会を宣言した。

日　時　2025年10月18日(土)14時55分から15時05分

場　所　東京都立大学南大沢キャンパス 6号館106教室

　仮議長の山川理事が開会宣言を行い、議長として荻原理事を提

案し、承認された。続いて石澤事務局長より定足数と有効性の報告

があった。

◎会長１名、副会長４名の選任

　黒川理事から吉田雅俊理事を会長に推薦との発言があり、出席

理事全員異議無く承認され、吉田理事が会長に選任された。

　続けて、奥田理事より黒川理事を、松本理事より奥田理事を、諸

貫理事より松本理事を、山川理事より西形理事をそれじれ推薦する

との発言があり、出席理事全員異議無く、被推薦理事全員が副会

長に選任された。

　議長は15時05分閉会を宣言した。

第6回定時代議員会の開催(予定)

１　日　時　2026年10月17日(土)14時より

２　場　所　東京都立大学日野キャンパス

　なお、終了後、生協食堂において懇親会を予定しています。

社会福祉法人 八王子いちょうの会
理事長 山川　徹

都立大 1974 年卒 政治学科 

http: //www.ichounokai.or.jp/
TEL（042）673-8055
FAX（042）673-8054
E-mail: yamakawa@ichounokai.or.jp
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　一般社団法人東京都立大学同窓会の財務諸表は「公益法人会計基準」に準拠し、公認会計士の指導を受けて作成し
ています。

 2024年8月1日から2025年7月31日まで
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とも古くからの活動の一つです。同窓生のゲストスピーカー
として1時間ほどのお話と、参加者が自己紹介と質問をする
形式で進めています。隔月第2水曜日19時～21時の開催で、
会員ではない同窓生・現役学生も参加できます。同窓生に
よる異業種交流会であり、現役・OB・OGの交流の場ともなっ
ています。
　同窓生のみなさん、八雲クラブで会いましょう!
　八雲クラブの詳しい紹介と入会方法、八雲
サロン予告などは右のQRコードからホーム
ページをご覧ください。

　都立大74年卒 政治

　八雲クラブはJR渋谷駅から徒歩5分。世界で名高いスク
ランブル交差点を渡り、渋谷PARCOの隣のマンションにあ
ります。会員が寛ぎのひと時を過ごせる場であり、たくさん
の素晴らしい出会いがあります。現役学生から矍

かくしゃく

鑠としたご
高齢の先輩までが集まる毎年恒例の新年会はじめ、四季折々
さまざまな集いやイベントが企画されています。
　八雲クラブの会員は現在250名ほど。年間2000人以上
の利用があり、同窓生以外の方(ビジター)もたくさん訪れ
ています。
　会員には室のキーが渡され、ネットで予約すればいつで
も利用できます。ゼミやサークルの同窓会、囲碁の会、読書
会、句会 …… など自由に利用されています。
　また定期的に送られてくるニュースレターで、イベントや
八雲サロンの予告などが知らされます。八雲サロンは26年
6月で438回を数え、40年以上続いている同窓会の中でもっ
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　2027年7月に発行予定のTMU22号(予定発行部数4 
万部)に掲載する協賛広告・原稿・表紙を飾る作品を募
集します。それぞれ本誌をご参照ください。
　いただいた掲載料は同窓会活動に役立たせていただ
きます。
　いずれも事務局へメールでご連絡ください。
　　同窓会事務局 tmu-al@tmu.ac.jp

　メール件名に広告・投稿・表紙を明記してください。
　またご自身の出身大学・卒年・学科／コースを添えてく
ださい。
　〆切はいずれも27年2月末日といたします。
　掲載の可否はすべて編集委員会に一任させていただ
きます。

　ご連絡いただくと、折り返し広告申込書を返信します
ので、必要事項を記入の上、期日までに原稿や版下の送
付と掲載料のお振込みをしてください。
　カラー広告サイズと掲載料(複数コマサイズは割引)

① 1 コマサイズ
左右 78 ｍｍ×天地 38 ｍｍ(6,000 円)

② 2 コマサイズ
左右 166 ｍｍ×天地 38 ｍｍ(10,000 円)

③ 4 コマサイズ
左右 166 ｍｍ×天地79 ｍｍ(17,000 円)

④ 1 ｐ（12 コマサイズ）
左右 160 ｍｍ×天地 250 ｍｍ(60,000 円)

⑤ 表2・3および裏表紙
左右 168 ｍｍ×天地 250 ｍｍ(120,000 円)

　ご住所やメールアドレスが変わった場合は、必ず同窓
会事務局にお届けください。
　会報と同封の「住所等変更届(兼払込票)」やホーム
ページの「住所変更等通知書」に必要事項を記載し、フ
ァックス、郵送、メールで連絡してください。電話での連
絡もできます。
　変更のお届けがないと、以後、会報などのお届けの手
段がなくなり、同窓会との「つながり」が途切れてしまい
ます。ぜひご連絡をお願いいたします。

　「同窓生はいま」「TMUプラザ」「支部だより」へのご投
稿を募集します。
　いずれも1000字程度の原稿と関連する写真1点、「同
窓生はいま」は、ご本人のお写真も添えてください。その
他「特別寄稿」としてテーマや字数にこだわらずにお書
きになった原稿も受け付けます。
　個人に限らず部活、OBOG会、地域や職場の同窓生グ
ループ・サークルなどの「TMUプラザ」に収まらない活動
の紹介も歓迎いたします。

★ 表紙を飾る作品
̶̶ 
　テーマは一切問いません。母校や学生時代につなが
る想いを込めた作品をお寄せください。500 字程度の「表
紙の言葉」と、ご自身のお写真も同時にお届けください。
　〆切後の編集委員会で、応募作の中から 1点を選ば
せていただきます。
　近年の表紙は以下のとおりです。ホームページではバ
ックナンバーの表紙だけでなく、投稿を含めた全ページ
をご覧いただけます。

　　　　 

TMU18号(2023年)　　TMU19号(2024年)

　　　　　

TMU20号(2025年)　　TMU21号(2026年)

編集後記

　会報の版下を自作するようになって2年目となりました。
編集委員や事務局他の皆様のご協力により、少し効率的
に進めることができました。これに甘んじることなく、さら
に多くの同窓生に満足戴けるよう努力を続けます。編集
全般についてご意見を戴けますと幸いです。

編集委員長　



- 37 -

会報TMU18号から毎号お知らせしていますが、会報
TMUの発送については、厳しい財務状況が続いている
ため、『2024年以降は会報を発行する3月31日を基準に、
会費を5年以上未納の場合は、会報TMUの発送を一時
停止させて頂くこと』となりました。その後、停止条件が
解消した場合は送付を再開致します。

同窓会の一層の発展のためには財政基盤の安定、強
化が必須の状況となっていることをご理解頂き、年会費
または終身会費の納入を改めてお願い致します。会費は
以下の金額です。
 年会費 3,000 円
 終身会費 30,000 円

【会　費】
 3,000 円
 30,000 円

【寄付金】
： 同窓会の学生支援、講演会、親睦

会などの活動を目的としてご指定いただく寄付　　　
１口 5,000 円以上

： 目的を定めない同窓会活動に対する一
般的寄付　１口 5,000 円以上

： 終身会費を納めて10 年を経過し
た皆様に3年に1回 5,000 円の寄付をお願いして
います。

【払込手続き】
①　
　下記のQRコードをスキャンして、クレジットの決済画
面から払込みができます。

＜年会費＞　　　  ＜終身会費＞ 　　 　＜寄付金＞

②　
　下記の(一社)東京都立大学同窓会の銀行口座にお
振込みください。
・
※ゼロイチキュウは支店名です。ATMのトップ画面で
「支店名」はカタカナの「セ」を押してください。
・
・
　インターネットバンキングでの支払いの場合は、必ず
同窓会事務局にメール(tmu-al@tmu.ac.jp)で以下の事
項をお知らせください。
① 氏名　② ID　③ 学部・学科　④ 寄付の種類

※上記②ID番号は、会報の封筒宛名タックシールのID
６桁の数字です。
③　
払込手数料は同窓会が負担します。
「払込取扱票」を郵送しますので、同窓会事務局にメー
ルまたは電話でお届け先の住所をご連絡ください。

＜お問い合わせ先＞
　(一社)東京都立大学同窓会 事務局
　〒192‒0364　東京都八王子市南大沢1‒1
　東京都立大学 南大沢キャンパス内　本部棟342
　　　　　　　Tel： 042‒670‒7702(直通)
 042‒677‒1111(内線 2181)
　　　　　　　e-mail： tmu-al@tmu.ac.jp

発行　一般社団法人　東京都立大学同窓会
　　　〒192‒0364　東京都八王子市南大沢1‒1
 直通電話 042‒670‒7702
 FAX 042‒677‒2894
 大学電話 042‒677‒1111(代)(内2181)
 電子メール tmu-al@tmu.ac.jp

 郵便振替口座 00150‒0‒426678

印刷　京浜印刷株式会社
　　　〒140‒0013　東京都品川区南大井4‒7‒3
　　　TEL 03‒3763‒7321
　　　FAX 03‒3764‒6839
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